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戦
前
に
お
け
る
G
E
の
国
際
特
許
管
理

-

「代
理
出
願
」
契
約
と
東
京
電
気
の
組
織
能
力
-

西

村

成

弘

一
 
は

じ

め

に

本

稿

の
課

題

は
、
米

ゼ
ネ

ラ

ル

・
エ
レ

ク
ト

リ

ッ
ク
社

(
G
e
n
e
r
a
l

 
E
e
c
t
r
i
c
 
C
o
m
p
a
n
y

、
以
下
G

E
と

略
)
の
戦
前

に
お
け

る
国
際
的
な
特

許
管
理
活
動
に

つ
い
て
、
日
本

の
事

例
を

明
ら
か
に
す

る
こ
と

で
あ

る
。

G
E
は
戦
前
、
白

熱
電
球

か
ら
発

電
機

に
い
た

る
ま

で
多
数

の
日
本
特
許

を
取
得

し
特
許
管

理
活
動
を
行

っ
て

い
た

が
、
本
稿
は
白
熱
電
球
分
野

に

お
け
る
活

動
を
中
心

に
分
析
を
行
う
。

戦
前

G
E
が
主
要
な
外
国
企
業
と

の
間

に
特
許
協
定
を
締
結
し

て
い
た

こ
と

、
そ
の
基
礎
と

し
て
世
界
各
国

に
対
し

て
特
許
出
願
を
行

っ
て
い
た

こ
と

は
す

で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
国
際
特
許
出
願
と

い
う
現
象

自
体

に
着

目
し
、
そ
れ
が
多
国
籍
企
業

に
よ
る
技
術
支
配
と
密
接
に
関
連

し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
も
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行

研
究

で
は
、
企
業
が
国
内
あ
る

い
は
国
外

で
行
う
経
営
管

理
機

能
で
あ
る

特
許
管
理

に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
明
ら
か

に
さ
れ
て

い
な

い
。
特
許

は
出
願

さ
れ
登
録
さ
れ
る
だ
け

で
は
そ
れ
自
体
何
ら
利
潤
を
生
む
も

の
で
は
な
く

、

む
し

ろ
所
有
者
に
出
願
費
用

や
特
許
料
な
ど

の
費

用
負
担
を
強

い
る
。
企

業
が
特
許
制
度
を
利
用
し

て
利
潤
を
得
る
た
め
に
は
、
出

願
、
保
全

、
権

利
侵
害

の
救
済
と
防
禦
、
特
許
契
約
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

な
ど

の
特
許
管

理
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
企
業
活
動
が
海
外

へ
と
展
開
す

る
場
合

、
進
出

先

の
国
に
お

い
て
も
特
許
管
理
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
許
管

理

の
側
面
か
ら
企
業
経
営

史
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
こ
そ
、
特
許
戦

略
と
経
営

組
織
の
あ

り
方

や
、
国
際
的

な
企
業
間
関
係

の
展
開
を
十
分

に

明
ら
か
に
で
き
得

る
と
筆

者
は
考
え

て

い
る
。

本
稿

で
は
三

つ
の
課

題
を
設
定

し
、
日
本

に
お
け
る
G

E
の
特
許
管
理

の
実
態
を

明
ら
か
に
す

る
。

第

一
の
課
題
は
、
第

一
次
大
戦
期
ま

で
の
G
E

の
特
許
管
理
活
動
を
明

ら
か
に
す

る
こ
と
、

日
本
電
球
産
業

の
再
編
が
G
E

の
特
許
管
理
活
動
に
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よ

っ
て
行
わ
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
G

E
の
特
許
戦
略
は
、
東
京
電
気

の
経
営
発
展
を
分
析
し
た
研
究
の
な
か
で

部
分
的

に
明
ら
か

に
さ
れ

て
き

て
い
る
(
4
)

。
こ
れ
ら

の
研
究
は
主
に
東
京

電

気

に
よ

る
G
E
か
ら

の
技
術
導
入
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
こ

の
視
点

か

ら
G

E
の
特
許
戦
略

の
分
析
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
先
行
研
究
は
東
京

電
気

に
対
す

る
特
許

の
使
用
許
諾
、
す
な
わ
ち
東
京
電
気

の
製
造

・
販
売

活
動
を
通

し
て
G
E
が

日
本
特
許
を

い
か

に
活
用
し
た
か
と

い
う

側
面
を

明
ら
か

に
す

る
も

の
で
あ
り
、
G
E

の
日
本
に
お
け
る
全
般
的
な
特
許
管

理
活
動

に

つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
な

い
。
同
様

に
、
市
場
に
現
れ

た
東
京
電
気

の
企
業
行
動

の
み
を
見

て
G
E

の
特
許
管
理
を
見
な

い
も

の

と

し
て
、
第

一
次
大
戦
期

に
お
け
る
電
球
産
業

の
集
中
は
東
京
電
気
に
よ

っ
て
主
導

さ
れ
た
と

い
う
通
説
が
あ
る
(
5
)

。

こ
の
通
説
も
集
中

の
過
程
で
行

わ
れ
た

G
E
の
特
許
管

理
活
動
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
G

E
の
主
導

に
よ

っ

て
な

さ
れ
た
こ
と

が
明

ら
か
に
な

る
で
あ

ろ
う
。

第

二
の
課
題
は
、
戦

間
期

に
お
け

る
国
際
特
許
管
理

の
方
法
を
明
ら
か

に
す

る
こ
と

で
あ

る
。

G
E
と
東
京
電
気
と

の
間

の
特
許
協
定
は
、

一
九

一
九
年

に
G
E
の
子
会
社

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ゼ
ネ

ラ
ル

・
エ
レ
ク

ト

リ

ッ
ク

社

(

、

以

下
I
G
E
C
と
略

)
と

の
協
定

に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、

こ
の
協
定

に

は

「
代
理
出
願
」
契

約
と
呼
ば
れ

る
条
項

が
含
ま
れ

て

い
た
。

「
代
理
出

願
」
と

は
、
東
京
電
気

が
G
E
の
日
本
特
許
を

G
E
に
代
わ

っ
て
出
願

・

取
得
す
る
特
許
管

理

の
方
法

で
あ

る
。
「
代
理
出
願
」
は

こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た

が
、
そ
の
存
在
は

キ
ャ
ン
ト

ウ

ェ
ル

(

)
お

よ
び
富

田
徹
男
氏

に
よ

っ
て
指

摘

さ
れ

て
い
る
。

キ
ャ

ン
ト

ウ

ェ
ル
は

ァ
メ

リ
カ
合
衆

国
特

許
商

標
庁

(

)
の
ガ
ゼ

ッ
ト
を

調
査
し
、
G

E
が
ァ

メ
リ
カ
に
お

い
て
取
得
し
た
特
許

の
発
明
者

の
国
籍
が

ア
メ
リ
カ
以
外

の

多
数

の
国

に
拡
散

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る

多

国
籍
企
業

の
国
際
的

R
 &
 D
活
動

の
存
在
を
論
じ

て
い
る
(
6
)

。
富
田
氏

の

研
究
は

同
様

の
調
査
を

日
本
を
対
象

に
行

っ
た
も

の
で
あ
る
(
7
)

。
特
許
庁
に

在
職

し

『
工
業

所
有
権
制
度
百
年
史
』
編
纂

に
携
わ

っ
た
富
田
氏
は
、
東

京

電
気

な
ど

日
本

企
業

が
取
得

し
た
日
本
特
許

の
な
か

に
多
数

の

「
発
明

者
外

国
人
」

の
特
許

が
含
ま
れ

て
い
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
氏
は
こ

の
現

象

を
特

許
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
技
術
移
転
方
法

で
あ
る
と
し
、
技
術
移
転

の

評
価
に
お

い
て

「
発
明
者
外
国
人
」
特
許
を
含
め

て
考
え

る
必
要
性
を
説

か
れ

て

い
る
。

し
か

し
キ

ャ
ン
ト

ウ

ェ
ル
、

富

田
両
氏

の
研

究

で
は
、

「
発
明
者
外
国

人
」

の
特
許
が
ど

の
よ
う

な
目
的

で
出
願

さ
れ
た

の
か
、

そ
れ
が
経
営
管

理
上
何
を
意
味
す

る
か

に

つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ

て
い

な

い
。

第
三

の
課
題
は
、

一
九

二
〇
年
代
初
頭

に
お
け

る
G

E
か
ら
東
京
電
気

へ
の
特
許
管

理
機
能
の
移
転
を

明
ら
か

に
す

る
こ
と

で
あ

る
。
長
谷
川
信

氏
は
東
芝
社
史
編
纂
資
料
を
使

用
し
、
東
京
電
気

の
経
営
発
展

に
つ
い
て

分
析
さ
れ
、

一
九
二
〇
年
代

に
東
京
電
気

が
経
営
を
発
展

さ
せ
た
要
因
は

技
術
開
発

の
組
織
能
力
の
向

上
に
あ

っ
た
と
論
考

さ
れ
て

い
る
(
8
)

。
氏
は
研

究
開
発
組
織

の
拡
充

の
側
面
を
指
摘

さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
技
術

開
発

の
組
織
能
力
に
は
特
許
管

理
能
力

の
向

上
を
含

め
な

け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
考
え

て
い
る
。
企
業
は
、
特
許
部
門
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
開

発

し
た
技
術
を
権
利
化
す

る
機
能
だ
け

で
な
く
、
技
術
開
発
を
促
進
さ
せ

る
機
能
を
得

る
こ
と

に
な

る
か
ら

で
あ
る
。
本
稿

で
は

一
九
二

一
年

に
お

け
る
東
京
電
気

の
特

許
部
門

の
設
置

と
確
立
を
、
「
代
理
出
願
」
契

約
に

伴
う
特
許
管
理

機
能

の
移
転
と
し

て
と
ら
え
、
戦
間
期
に
お
け
る
G
E

の

国
際
特

許
管
理
組
織
を
明
ら
か

に
す

る
。

本
稿

の
特
徴

は
、
企
業

の
戦
略
と
組
織
を
特
許

の
側
面
か
ら
追
跡
す
る

こ
と
に
あ
る
。
筆
者

は
、

G
E
お
よ
び
東
京
電
気

の
特
許
を
調

べ
る

に
あ

た
り
、
農
商
務
省
特
許
局
発
行

の

『特
許
公
報
』
お
よ
び

『特
許
発
明
明

細
書
』

を
使

用
し
た
。
ま
た

、
G
E
と
東
京
電
気
と

の
間

の
契
約
内
容
と

東
京
電
気
の
特
許
管

理
活
動

に

つ
い
て
は
、
元
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社

常
務
取
締
役

関
晴
雄

氏
、
元
同
社
特
許
部
長
小
津
厚

二
郎
氏
、
元
同
社
特

許
部

(知
的
財
産

部
)
技
監
高
橋
甫

氏
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ

っ
て
情

報
を
得
た
。

本
稿

の
叙
述
は
次

の
通
り
行
う

。

二
で
は
、
日
本

に
お
け

る
白
熱
電
球

分
野

の
特
許
取
得

状
況
と
そ
の
特

質
を
諸
外

国
と
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か

に
す
る
。
三
で
は
、
タ

ン
グ
ス
テ

ン
電
球
特
許

の
所
有
と
管
理

の
主
体
を

明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
裁
判
と
電
球
産
業
集
中

の
過

程
を

特
許
管

理

の
側

面
か

ら
明

ら
か

に
す

る
。

最
後

に

四
で
は
、

「
代
理
出
願

」
契

約

の
内
容
か

ら
戦
間
期
に
お
け

る
G
E
の
国
際
特
許
管

理

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
東
京

電
気

に
お
け

る
特
許
部
門

の
設
立
を
見
る
な
か
で
、
G
E
か
ら
東
京
電
気

へ
の
特
許
管
理
機
能

の
移

転
を
述

べ
る
。

二
 

国
際

特

許

出

願

に

お

け

る

日
本

の
位

置

1
 

日
本
に
対
す

る
特
許
出
願

日
本

の
特

許
制
度

は

二
八
八
五
年

の
専
売
特
許
条
例

の
制
定

に
は
じ
ま

る
が
、
し
ば

ら
く

の
間

は
外

国
人

が
出
願
、
登
録
す
る

こ
と
は
実
質
的

に

不
可
能
で
あ

っ
た
。
外

国
人
が
日
本

に
お
い
て
特
許
出
願
を
行
う

こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
日
本

が

一
八
九
九
年

に
工
業
所
有
権
保
護

同
盟
条
約

(パ
リ
条
約

)
に
加
盟

し
て
以
降

で
あ

る
。

一
八
九
九
年

に
加
盟

し
た
パ
リ
条
約

は
、
次

の
三

つ
の
原
則
を
持

っ
て

い
た
。
第

二
は
内
外

人
平
等

の
原
則
で
あ

る
。

こ
の
原
則
は
、
条
約
加
盟

国

の
国
民
は
他
の
加
盟
国
に
お

い
て
も

そ
の
国
民

に
要
求
さ
れ

て
い
る
手

続
に
従
え

ば
同

一
の
条
件

で
工
業

所
有
権
を
取
得

で
き

る
と

い
う
内
国
民

待
遇
を
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
第

二
は
優
先
権

の
原
則

で
あ

る
。
優
先
権

と
は
加
盟
国

の

一
国
に
最
初
に
出
願
し
た
日
を
基
準
と

し
て

一
定
期
間
内

に
他

の
加
盟
国
に
出
願
し
た
場
合
は
、
最
初
の
出
願

日
が
そ
の
国

に
対
す

る
出
願
日
と
み
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
同

一
の
特
許

が
他

の
加

盟
国
で

出
願
さ
れ

て
も
不
利
益

を
受
け
な

い
と

い
う
原
則

で
あ

る
。

こ
れ
ら
第

一

と
第

二
の
原
則
は
、
特
許

の
国
際
出
願
を
促
進

さ
せ
る
上
で
必
要

な
条
件

で
あ
る
。
第
三
は
特
許
独
立

の
原
則
で
あ
る
。
特
許
独
立

の
原
則

と
は
、

同

一
の
特
許
が
複
数

の
国

で
登
録
さ
れ
た
と
し
て
も

、
相

互
に
関
係
が
な

い
と

い
う
原
則

で
あ
る
。
た
と
え
ば
あ
る
発
明
が
ア
メ
リ
カ
で
特

許
化

さ

れ
た
と
し

て
も
、
そ

の
効
力
は

ア
メ
リ
カ

の
主
権

が
及
ぶ
領
域

で
し
か
有

効

で
は
な
く
、
同

一
の
発
明
を
日
本

で
特
許
化

し
よ
う

と
し
た
場

合
、
日
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表1 白熱電球特許の技術 分布(外 国人発 明):1918年 出願 まで(件)

注) 1. ネル ンス ト電球、GEM電 球、カーボ ンと金属を合わせ たフィラメン ト。

2. フ ィラメ ントの形状、フ ィラメ ント支持装置、光燭切換装 置、球 の構造 を含めた。

3. ゲ ッター、導入線、ベースを含めた。

出所) 特許明細書 より作成。

本

で
も
特
許
出
願
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。

日
本
政
府
は
パ
リ
条
約
加
盟

に
対
応
し
て
国

内
法

の
整
備
を
す
す
め
、
特
許
法
を
改
正
し
た
。

こ
の
と
き
制
定
さ
れ
た
特
許
法
は
明
治
三
二
年

特
許
法
と
呼
ば
れ
、
外
国
人
は
国
内
に
住
所
を

有
す
る
代
理
人

の
選
定
を
行
え
ば
、
日
本
に
特

許
出
願

で
き
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
明

治
三

二
年
法
で
は
優
先
権
に
関
す
る
規
定

が
設

け
ら
れ
、
こ
こ
に
外
国
人
が
日
本
に
対
し
て
特

許
を
出
願
、
取
得
す
る
法
整
備
が
な
さ
れ
た
。

ひ
と
た
び
日
本

の
特
許
制
度
が
外
国
に
対
し

て
開
か
れ
る
と
、
外
国
人
や
外
国
企
業
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
発
明
を
日
本
に
対
し

て
特
許
出
願
し

始
め
た
。
当
時
、
電
球
分
野
は
技
術
開
発
が
各

国

で
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
分
野

の

一
つ
で
あ

り
、
日
本
に
お

い
て
も
多

数

の
電
球
関
連
特

許

が
出
願
さ
れ
た
。
日
本
に
出
願
さ
れ
た
電
球

関

連
特
許

の
う
ち
外
国
人
に
よ
る
出
願

の
傾
向

を

表
し
た

の
が
、
表

1
で
あ
る
。
出
願
の
傾
向

を

見
る
と
、

一
八
九
九
年

の
日
本

の
パ
リ
条
約

加

盟
直
後
か
ら
出
願
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
外
国
人

の
出
願
特
許
に
は
、
当
時

の
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表2 白熱電球特許の技術 分布(日 本 人発 明):1918年 出願 まで(件)

注) 表1に 同 じ。

出所) 特 許明細書 より作成。

白
熱
電
球
開
発

の
特
徴
を
反
映
し
て
、
電
球

の

基
幹
部
品

で
あ
る

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
関
す
る
出

願
が
多

い
。

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
関
連
の
特
許
は

一

九

一
八
年
ま

で
の
出
願
件

数
七
九
件

の
う

ち
半

数
以
上

の
四

二
件
に

の
ぼ

っ
て
い
る
。

フ
ィ
ラ

メ
ン
ト

の
他

に
も
、
ゲ

ッ
タ
ー
や
導

入
線
な
ど
、

電
球

の
主
要
部
品
に
関
す
る
発
明
も
多

く
出
願

さ
れ
た
。

こ
れ

に
対
し

て
、
日
本
人
発
明
に
よ
る
白
熱

電
球
特
許

の
出
願
傾
向

を
表
し
た
の
が
表
2
で

あ
る
。
日
本
人
発
明

の
最
初

の
も

の
は
、
廣
瀬

新

に
よ

っ
て

一
八
八
九
年

に
出
願
さ
れ
た
特
許

第
九
九
九
号

で
あ
る
。
こ

の
発
明
は
カ
ー
ボ

ン

電
球

に
関
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
ど

の
程
度

の

効
力
を
有
し

て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
廣
瀬

の
出
願
後
、

日
本
人
発
明
に
よ
る
出
願
は

一
五

年
間
ほ
ど
行
わ
れ
て

い
な

い
。
日
本
人
発
明

の

出
願
は

一
九
〇
五
年
か
ら
徐

々
に
始
ま
る
が
、

最
も
多

い
発
明
は
電
球

の
構
造
に
関
す
る
も

の

で
あ

っ
た
。

例
え

ば
、

バ

ル
ブ

内

に

カ
ー
ボ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
複
数
本
配
置
し
、
切
換

装
置

に
よ

っ
て
燭
光
を
切
り
換
え

る
と

い
う
変

燭
電
球

に
関
す
る
発
明
で
あ
る
。
世
界
的
な
技
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術
革
新

の
焦
点
で
あ

っ
た

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
関
し
て
は
、

一
九

一
八
年
ま

で
に

一
〇
件

の
出
願
が
あ
る

の
み
で
あ
り
、
同
期

間
に
お
け
る
外

国
人
出

願

の
四

二
件
と
比
較
す
る
と
、
四
分

の

一
の
件
数

で
あ

っ
た
。

日
本

に
出
願
さ
れ
た
外
国
人
発
明

の
特
許

の
技

術
的
内
容
に

つ
い
て
さ

ら

に
詳
し
く
見
よ
う
。
前
出
表

1
は

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
関
す
る
発

明
を

さ

ら

に
カ
ー
ボ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

の
発
明
、
タ

ン
グ

ス
テ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト

の
発
明
、
そ

の
他

の
種
類

の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
関
す
る
発
明

の
三

つ

に
区

別
し

て

い
る
。

そ

の
他

の
種
類

の

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
と
は
、

カ
ー
ボ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
か
ら

タ
ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

へ
の
発
展

の

過
渡
期

に
生

み
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
表

1
に
よ
る
と
、
日
本
が
パ
リ

条
約

に
加
盟

し
た
直
後

か
ら
過
渡
期

の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
関
す
る
発
明
が

継
続
的

に
出

願
さ
れ

て
お
り
、
他
方

で
カ
ー
ボ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
関

す
る
特
許

出
願
は
ほ
と

ん
ど

な
さ
れ

て
い
な

い
こ
と

が
わ
か
る
。
カ

ー
ボ

ン
電
球

の
基

本
特
許
と

い
わ
れ
る

エ
ジ

ソ
ン
の
特
許
は

ア
メ
リ
カ

で

一
八

九

七
年

に
失

効
し
て
お
り
(
1
7
)

、
世
界
的
な
開
発

の
流
れ
は

カ
ー
ボ

ン
に
代
替

す
る

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
素

材
の
開
発

に
移

っ
て
い
た
。

こ
の
流
れ
は

日
本

の

特
許

出
願
状
況
に
も
直

接
的
に
反
映

さ
れ
て
い
た

の
で
あ

る
。

日
本
に
出
願
さ
れ
た
過
渡
期
の

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
関
す

る
特
許

に
は
、

次

の
も

の
が
あ

っ
た
。

一
八
八
九
年

か
ら

一
九

〇
二
年

に
か
け

て
ネ

ル
ン

ス
ト
電
球
に
関
す
る
特
許
が
三
件

出
願
さ
れ
た
。
ネ

ル
ン
ス
ト
球

は
ゲ

ッ

テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学

の
ネ

ル
ン
ス
ト
博

士
が
開
発

し
た
も

の
で
、
発
光
体
を

高
温
に
熱
し
電
気
を
通
す
こ
と
で
白

色
光
を
発
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。

一

九
〇
〇
年
か
ら

一
九
〇

二
年
に
は
チ
タ

ニ
ウ
ム

・
カ
ー
バ
イ
ド
の

フ
ィ
ラ

メ
ン
ト
を
用

い
た
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ヴ

ォ
ル
カ
ー

の
電
球
が
出
願
さ
れ
た
。

一
九

〇
四
年

に
は
G

E
に
よ
る

一
連

の
G
E
M
電
球
が
特
許
出
願
さ
れ
た
。

G
E
M
電
球

の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は
炭
素
を
非
常
な
高
温
で
処
理
し
て
金

属

化

さ
せ
た
も

の
で
、
後

に
東
京
電
気
が
生
産
と
販
売
を
行

っ
た
。

一
九
〇

六
年

か

ら

一
九

〇
九
年

に
は
シ

リ

コ
ン

・
カ
ー
バ
イ
ド
を

用

い
た
パ
ー

カ
ー
と

ク
ラ
ー
ク
の
電
球
が
出
願
さ
れ

て
い
る
。

2
 

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
開
発
と
日
本
特
許

(1
)
 ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許

カ
ー
ボ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
か
わ

る
新

し

い
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

の
開
発

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

の
成
功

で
新

た
な
段
階
に
入

っ
た
。

一
九

〇
四
年

に
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学

の
研
究
者

で

あ

っ
た

ア

レ
ク
サ

ン
ダ
ー

・
ユ
ス
ト

(
Dr.
 A
l
exa
n
de
r
 
J
u
s
t)
と

フ
ラ

ン
ツ

・
ハ
ナ

マ
ン

(F
r
a
n
z
 
H
a
n
ama
n
)

に
よ

っ
て
実
用
的
な
タ

ン
グ

ス

テ
ン

・
フ
ィ
ラ

メ
ン
ト
が
開
発
さ
れ
た
。

こ
れ
ま

で
の
研
究

で
は
、

タ
ン

グ

ス
テ
ン
電
球

の
基
本
特
許
と

い
わ
れ
る
こ
の

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
の
特

許
が
各
国

で
支
配
的
な
効
力
を
持

っ
て

い
た
と
考
え

ら
れ
て

い
る
が
、
特

許
制
度
は
各
国
ご
と
に
独
立
し

て
あ

る
の
で
、
日
本

の
場
合

に

つ
い
て
は

独
自
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
欧
米
で
開
発

さ
れ
た
タ
ン
グ

ス
テ
ン
特
許

の
技
術
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
が
日
本
に
対

し
て

ど

の
よ
う

に
出
願
、
登
録
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
、
欧
米
諸
国
に
お
け

る
場

合
と
比
較
し

て
明
ら
か

に
す
る
。

白
熱
電
球

の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
融
点

の
高

い
タ

ン
グ

ス
テ

ン
を
利

用
す
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る
と

い
う
考
え
方
は
早
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
タ

ン
グ
ス
テ

ン
を
実
際

に
ワ
イ
ヤ
状
と
す
る

こ
と

に
は
大
き
な
困
難
が
あ

っ
た
。
カ
ー

ボ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
か
わ
る
タ

ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト

の
開

発

に
最
初

に
成
功
し
た

の
は
、

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
で
あ

っ
た
。

ユ
ス
ト

と

ハ
ナ

マ
ン
は

一
九

〇
四
年

に
タ
ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
を
製
造

す

る
二

つ
の
化
学
的
プ

ロ
セ

ス
を
開
発
し
た
。

一
つ
は
カ
ー
ボ

ン

・
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
に
タ
ン
グ

ス
テ
ン
を
堆
積
さ
せ
、
そ

の
後
カ
ー
ボ

ン
を
分
解
し

て
除
去
す

る
堆
積
法

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
粉
末
タ

ン
グ
ス

テ
ン
を
有
機

結
合
剤
と
混
ぜ

て
ペ
ー
ス
ト
状

に
し
、
ダ
イ

ス
の
孔
を
通
し

て
射

出
し
、

そ

の
後

高

温

に
熱

し

て
結

合

剤

を

除

去

す

る

焼

結

法

で
あ

る
(
2
2
)

。

こ

れ

ら

が

タ

ン

グ

ス

テ

ン
電

球

の
基

本

特

許

を

開

発

し

た

と

言

わ

れ

る

ユ

ス
ト

と

ハ

ナ

マ
ン

の
発

明

で
あ

る
。

し

か

し

タ

ン

グ

ス

テ

ン

・
フ

ィ

ラ

メ

ン
ト

の
開

発

は

、

ユ

ス
ト

と

ハ
ナ

マ
ン

に

よ

る
も

の
だ

け

で
は

な

か

っ
た

。

ウ

ィ

ー

ン

の
ド

ク

ト

ル

・
ハ

ン

ス

・
ク

ツ

エ

ル

(D
r.
 H
a
n
s
 K
u
ze
l)

は

同

時

期

に

コ

ロ
イ

ド

状

の

タ

ン

グ

ス

テ

ン

・
ペ

ー

ス

ト
を

作

り

、

乾

燥

さ

せ

て
焼

結

さ

せ

る

方

法

を

発

明

し

た

。

オ

ー

ス

ト

リ

ア

・
ウ

ェ

ル

ス

バ

ッ

ハ
社

の

ド

ク

ト

ル

・
フ
リ

ッ

ツ

・
ブ

ラ
ウ

(D
r
.
 
F
r
i
z
 
B
la
u
)

は
、

ウ

ェ
ル

ス

バ

ッ

ハ
の

発

明

し

た

オ

ス
ミ

ウ

ム

電
球

を

改

良

す

る
過

程

で

、
純

粋

な

タ

ン

グ

ス

テ

ン

・
フ

ィ

ラ

メ

ン
ト

を

製
造

す

る
方

法

を

発

明

し

た
(
2
3
)

。

ア

メ

リ

カ

で
も

G

E
研

究

所

の

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
D

・
ク

ー

リ

ッ
ジ

(W

i
l
l
i

a
m
 B
.
 Co
o
l
i
d
g
e
)

が

タ

ン
グ

ス
テ

ン

・
フ
ィ

ラ

メ

ン

ト
を

製

造

す

る

ア

マ
ル

ガ

ム

・
プ

ロ

セ

ス
を

発

明

し

た

。

こ

の

プ

ロ
セ

ス

は

、
粉

末

タ

ン

グ

ス

テ

ン
と

カ
ド

ミ

ウ

ム
と

水

銀

の
ア

マ
ル
ガ

ム
を
ダ
イ

ス
を
通
し

て
射
出
成
形
し
、
高
温
で
熱
し

て
ア
マ

ル
ガ
ム
を
揮
発
さ
せ

る
と

い
う
方
法

で
あ
る
(
2
4
)

。
こ
れ
ら

の
方
法
に
よ

っ
て

製

造
さ

れ
た
タ

ン
グ

ス
テ

ン

・
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト

は
、
後

に
開
発

さ
れ
る

ク
ー
リ

ッ
ジ

の
引
線

(延
性
)

タ
ン
グ
ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
対
し

て
押
出

(非
延
性
)

タ
ン
グ
ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
。

ユ

ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
、

ク
ツ

エ
ル
、
ブ

ラ
ウ
、

ク
ー
リ

ッ
ジ
は
そ
れ
ぞ
れ
自

ら
が
発
明

し
た
押
出

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
関
し
、
主
要
な
国

に
特
許
出
願
を

行

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
は

一
九

〇
五
年

一
月

に
ク
ツ
エ
ル
が
、

一
九
〇
五
年
七
月

に

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
が
特
許
出
願
を
行

い
、

こ
れ
ら
以
外

に
も

い
く

つ

か
の
発

明
が
出
願

さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
特
許
制
度
は
先
願
主
義
を
と

っ

て
お
ら
ず
先

発
明
主
義
を
と

っ
て

い
る
(
2
5
)

。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら
有
力
な

発
明
に
関
し
て

い
ず

れ
に
優
先
性

が
あ

る
か
、

い
ず
れ
が
先

に
発
明
さ
れ

た
も

の
か
が
審
査

さ
れ
、
結

局

一
九

一
二
年

二
月

二
七

日
に
ユ
ス
ト
と

ハ

ナ

マ
ン
の
発
明
に
対

し
て
特

許
が
与
え

ら
れ
た
。

ク
ツ

エ
ル
や
他

の
発
明

は
優
先
性
が
認
め
ら
れ
ず

、
拒
絶

さ
れ
特
許
化
さ
れ
な
か

っ
た
(
2
6
)

。

ア
メ
リ
カ
で
特
許
化

さ
れ
た

ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許

の
請
求
範
囲
は

次

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た
。

「
一
、
緊
密

に
結
束
し
た
金
属

状

で
か

つ

全
体
に
わ
た

っ
て
均
質

の
タ

ン
グ
ス
テ

ン
か
ら
な

る
白
熱
電
球
用

の
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
。
二
、
全

体
に
わ
た
り
高

い
溶
解
点
を
有

し
電
導
性

の
あ

る
実

質
的
に
純
粋
な
金

属
タ

ン
グ
ス
テ
ン
か
ら
な
る
白
熱
電
球
用

フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
。

フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
の
発
光
体
は
、
タ

ン
グ
ス
テ
ン
の
緊
密

に
結
束

し
た
、

均

一
の
金
属
で
あ
る
と

い
う
性
質

に
負
う

。
三
、
濃
密

な
、
緊
密

に
結
束
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し
た

タ
ン
グ
ス
テ
ン
金
属
か
ら
な
る
白
熱
電
球
用

の
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
。
そ

の
溶
解
点

は
摂
氏
約

三
二
〇
〇
度

で
、
燭
力
あ
た
り

一
ワ
ッ
ト
以
下

の
白

熱
効

力
を
も
ち
、

そ
の
効
率

に
お

い
て
認
知

で
き
る
分
解

が
な

い
」
。

ユ

ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許

が
請
求
範
囲
と
し

て
い
る
も

の
は
非
常

に
広
く
、

お
お
よ
そ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

で
あ
れ
ば
す

べ
て
こ
の
特
許
に
該
当
し
た
。

G
E
は
自

ら
も

ア

マ
ル
ガ
ム

・
プ

ロ
セ
ス
の
発
明
を
行

い
な
が
ら
、
他
方

で
ア
メ
リ
カ
に
出
願
中

の

ユ
ス
ト

=

ハ
ナ
マ
ン
特
許
を

一
九
〇
九
年
に
二

五
万
ド

ル
で
買
収

し
た
(
2
8
)

。

し
か

し

ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許
が
広
範
な
権
利
を
も

つ
基
本
特
許
で

あ

っ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け

で
あ

っ
た
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
で
は

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
の
特
許

が
全
面
的
な
勝
利
を
お
さ
め
た
わ
け

で
は
な
か

っ
た
。

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
の
発
明
は
イ
ギ

リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど

に
特
許

出
願
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
諸
国

で
は

ユ
ス
ト
と

ハ

ナ

マ
ン
が
発

明
し
た
堆
積
法

に
対
し

て
は
特
許
が
与
え
ら
れ
た
が
、
も
う

一
つ
の
方
法

で
あ

る
焼
結
法

に
関
し

て
は
、
ド
イ

ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ

ア
で

は
拒
絶

さ
れ
、
ウ

ェ
ル
ス
バ

ッ
ハ
が
出
願
し

て
い
た
焼
結
法
が
優
先
さ
れ

た
。

ド
イ

ツ
な
ど
大
陸
諸

国
で
は
広

い
基
本
的
な
特
許
請
求
範
囲
を
承
認

す

る
こ
と
を

た
め
ら

っ
た
か
ら

で
あ

る
(
2
9
)

。
し
た
が

っ
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で

は
ア
メ
リ
カ
で
成
立

し
た
よ
う
な
強
力
な
基
本
特
許
は
成
立
せ
ず
、
大
陸

諸
国
を
中
心

に
多
く

の
代
替
的
な
押
出

タ
ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

に
関
す

る
特
許

が
並
存
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
で
は

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
強
力
な
基
本
特

許

が
成
立

し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
成
立
し
な
か

っ
た
。

で
は
日
本

で
は
ど

う

で
あ

っ
た
か
。
表

3
は
日
本

に
出
願
さ
れ
た
押
出
タ

ン
グ

ス
テ
ン

・
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
に
関
す

る
特
許

の

一
覧

で
あ

る
。
表

3
に
よ

る
と
、
日
本

に

最
初
に
出
願
さ
れ
た
押
出

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許
は

フ
リ

ッ
ツ

・
ブ

ラ
ウ

の

も
の
で
あ

る
。

ブ
ラ
ウ
の
日
本
特
許
は
焼
結
法
を
そ

の
内
容
と
し

て
お
り

そ
の
後

出
願
さ
れ
た

ハ
ン
ス

・
ク
ツ

エ
ル
の
日
本
特
許
は

コ
ロ
イ
ド
を
結

合

剤
と

す

る

コ

ロ
イ

ド

・
プ

ロ

セ

ス
(
3
1
)

、

G

E

の
も

の
は

ア

マ
ル
ガ

ム

・
プ

ロ
セ
ス
を
請
求

範
囲
と

し
て

い
た
(
3
2
)

。

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
の
特
許
は
、

一

九
〇
七
年

に
出
願
さ
れ
た
第

一
三
六

一
二
号

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は

ア
メ

リ
カ
で
成

立
し
た

ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許
と
同
じ
請
求
範
囲
を
も

つ
特

許
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
特
許

は

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
が
ド
イ

ツ
で
特
許

化
し
た
堆
積
法

を
改
良

し
た
も

の
で
、

カ
ー
ボ

ン

・
ワ
イ

ヤ
を

タ
ン
グ

ス

テ

ン
な
ど
で
被

膜
し
て
通
電

し
、
白
熱
化
し
、

コ
ア
部
分

の
炭
素
を
タ

ン

グ

ス
テ

ン
に
完

全
に
吸
収

さ
せ
、
そ
の
後

で
加
熱
し

て
炭
素
を
除
去
す
る

方
法
を
特
許
化

し
た
も

の
で
あ

っ
た
(
3
3
)

。

こ
の
よ
う

に
、

日
本
も
大
陸

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
じ
よ
う

に
、
強
力
な
基
本
特
許
が
存
在
せ
ず
、
代
替
的

な
押
出
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許

が
並
存
し
競
合

し
合
う
と

い
う
状
況

に
あ

っ

た
。(2

)
 ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

押
出
タ

ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は

カ
ー
ボ

ン
電
球

に
比
較
し

て

各

段
に
効
率

が
良
か

っ
た
が
、
同
時

に
非
常

に
脆
く
壊
れ

や
す
か

っ
た
。

各

国

の
技
術
者

は
押
出
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
改
良

し
、
断
線

の
な

い
柔
軟
性

の
あ
る
タ

ン
グ

ス
テ
ン

・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

の
開
発

に
取
り
組

ん
だ
。
押
出

タ

ン
グ
ス
テ

ン
の
弱
点
を
克
服
す

る
こ
と

に
成
功
し
た

の
は
G

E
の
ク
ー
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表3 押出 タングステ ン・フ ィラメン トの特許出願状況(1918年 出願 まで)

注)請 求範囲に機械的操作による製造方法が含まれていないものを分類 した。

出所)特 許明細書より作成。
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リ

ッ
ジ

で
あ

っ
た
。

一
九

〇
〇
年

に
設
立
さ
れ
た
G
E
研
究
所
に
お
け
る

金
属
と
冶
金

の
研
究

の
な
か

で
、
ク
ー
リ

ッ
ジ
は
タ

ン
グ

ス
テ

ン
に
柔
軟

性
と
展
延
性
を
も
た
せ

る
た
め

に
は
機
械
的
作
業
と
温
度
管
理
が
重
要
な

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
こ
と
を
発
見
し
た
。

ク
ー
リ

ッ
ジ
は
研
究
を
重
ね
、

一

九

一
〇
年

に
、

タ
ン
グ

ス
テ
ン
を
加
熱
し
た
状
態

で
機
械
的
加
工
を
加
え

て
鍛
性
と
強
靭
性
を
も
た

せ
、
加
熱
し
た
ダ
イ

ス
の
孔
か
ら
引
き
出
す
方

法
を
発
明

し
た
(
3
4
)

。

G
E
は
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て

一
九

一
二
年
六
月

一
九
日

に
三
四
項

の
請
求
範
囲

か
ら
な

る
特
許
を
出
願
し
、

一
九

一
三
年

一
二
月

三
〇
日
に
特
許
登
録

さ
れ
た
(
3
5
)

。

こ
の
特
許
は

ユ
ス
ト

=
ハ
ナ

マ
ン
特
許
と

な
ら
び
、
白
熱
電
球

の
基
本
特
許

の

一
つ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
も
ま

た
、

ア
メ
リ
カ
以
外

の
各
国

に
特
許
出
願
さ
れ

た
。

G
E
は
ア
メ
リ
カ
特
許
商
標
庁

へ
の
出
願
よ
り
も
早
く
、
日
本
に
対

し
て

一
九

一
〇
年

一
月

一
二
日
と

八
月

一
二
日

に
特
許
出
願
を
行

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
出
願
さ
れ
た
特
許
は

ク
ー
リ

ッ
ジ
が
発
明
し
た
引
線

タ
ン
グ

ス
テ
ン
の
製
造
方
法
と

ク
ー
リ

ッ
ジ

の
方
法

に
よ

っ
て
製
造
さ
れ
た
タ

ン

グ
ス
テ
ン
製
品
の
両
方
を
請
求
範
囲

に
含

ん
で
い
た
が
、

日
本

に
お

い
て

は
方
法
特

許
と
製
品
特

許
は
別
個

に
出
願

さ
れ
た
。

一
月

一
二
日
に
出
願

さ
れ
た
特

許
第

二
〇
八
九
四
号

「白
熱
電
燈
繊
條
其
他

の
目
的
用

に
供
す

る
如
く
錬

製

『
タ

ン
グ
ス
テ
ン
』
を
製
す

る
方
法
」
は
、
引
線

タ
ン
グ

ス

テ

ン
の
製
造
方
法
を
請

求
範
囲
と

し
た
も

の
で
あ

っ
た
(
3
6
)

。

八
月

一
二
日
に

出
願
さ
れ

た
特

許
第

一
八
九

六

一
号

「
『タ

ン
グ

ス
テ

ン
』

製
品
」
は
製

品
自
体

を
請
求
範

囲
と
す
る
製
品
特
許

で
あ

っ
た
(
3
7
)

。

し
か

し
製
品
特
許

で

あ
る
後
者

は
日
本

の
特

許
局
に
出
願

さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
朝
鮮
統
監
府

に
対

し
て
出
願

さ
れ
た
。

こ
の
特
許
は
出
願
後
早
く
も
八
月

二
七
日
に
統

監
府

に
お

い
て
査
定
が
行
わ
れ
、

一
二
月

一
三

日
に
は

日
本

の
特
許
局
に

登
録

さ
れ
た
。

一
九

一
〇
年

の
韓
国
併
合

の
際

に
、
統
監
府

に
出
願
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
特

許
は
ほ
ぼ
無
審
査

で
日
本
特
許
と
し

て
日
本

の
特
許
局

に

登
録

さ
れ
た
の
で
あ

る
(
3
8
)

。

G
E
が
タ
ン
グ
ス
テ
ン
技
術

に

一
大
革
新
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め

た
特
許
を

日
本

の
特
許
局

に
出
願
せ
ず

に
統
監
府

に
出
願
し
た
理
由
は
、

第

一
八
九
六

一
号
の
請
求
範
囲
自
体

に
求
め

る
こ
と
が

で
き
る
。
こ

の
特

許

の
請
求
範
囲

は
、
「
一
、
永
久

に
展
延
性
を

有
す
る

タ
ン
グ
ス
テ

ン
製

品
。
二
、
高

熱
せ
ら
れ
た
る
後
も
其

の
展
延
性
を
保
存
す

る
如
き
可
延
性

タ

ン
グ
ス
テ

ン
製
品
。

三
、
永
久

に
展
延
性
を
有
す

る
タ
ン
グ

ス
テ
ン
繊

條
。
四
、
永
久

に
展
延
性
を
有
す

る
引
か
れ
た

る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
体
」

で

あ

っ
た
(
3
9
)

。
請
求
範
囲
の
内
容

は
、
第

一
に
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ス
ト

=
ハ
ナ

マ

ン
特
許
と
同
じ
よ
う

に
非
常

に
広

い
範
囲
を

カ
バ
ー
す

る
も

の
で
あ
り
、

第
二
に
、
後

の
特
許
裁

判
で
争
点
と
な

る
よ
う

に
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の

一

般
的
な
性
質
と

の
区
別
が
明
確

で
な
く
、
特
許
付
与

に
必
要
な
新
規
性
を

主
張
す
る

の
が
難
し

い
も

の
で
あ

っ
た
。

G
E
は

一
月

に
方
法

に
関
す

る

特
許
を
出
願
し
た
後
に
無
審
査

で
特
許
を
取
得
す

る
出
願
方
法
を
発
見
し
、

政
治
的
変
動
に
乗
じ
て
統
監
府

経
由

で
出
願

し
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
日
本
に
出
願
さ
れ
た
引
線

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許

は
ク
ー
リ

ッ
ジ

の
も

の
だ
け

で
は
な
か

っ
た
。
日
本

に
お
け

る
引
線

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許

の

一
覧
を
表
し
た
も

の
が
表

4
で
あ

る
。

一
九

一
八
年
ま

で
に
出
願
さ
れ

た
特
許
は
全
部

で

一
一
件
あ

っ
た
。
G
E
が
特

許
権
者
と

な

っ
て
い
る
特
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表4 引線 タングステ ン ・フィラメ ン トの特 許出願状況(1918年 出願 まで)

注)請 求範囲に機械 的操作 によるタングステ ン製造法 とそれに関連する発明 を含んでい るもの、 それによって

製造 される製 品を含 んでいる もの を分類 した。

出所)特 許明細書 より作成。

許
第

一
〇
八
三

一
号
は
、
ま
だ

引
線
技
術

の
開
発
に
成
功
し

て

い
な

い

一
九
〇
六
年
に
出
願
さ

れ

た
も

の
で
あ

り
、
「
展
延

性

の
タ

ン
グ

ス
テ
ン
よ
り
製
作
し

て
成
る
白
熱
電
燈
用
繊
條
」
ほ

か
四
項

の
請
求
範
囲
か
ら
な
る

製
品
特
許
で
あ
る
(
4
0
)

。
こ

の
特
許

は
、
タ

ン
グ

ス
テ

ン
は

「
不
純

な
る
と
き
に
は
非
常
に
堅
く
且

脆
弱
な
れ
ど
も
純
粋
な
る
と
き

に
は
展
延
性
を
有
し
且
柔
軟
な

る
が
故

に
其

の
純
粋

な
る
状
態

に
あ
り
て
は
之
を
線

と
な
し
て

白
熱
燈

に
其

の
繊
條
と

な
す
こ

と
」

が
可
能

で
あ
る
と

い
う
性

質
を
根

拠
と
し
て

一
見

広

い
範

囲
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
よ
う

に

見
え

る
が
、
そ
の
よ
う

な
タ
ン

グ
ス
テ
ン
を
製
造
す

る
方
法

は

記
さ
れ
て
な

い
不
完
全

な
も

の

で
あ

っ
た
。
(
4
1
)

G
E
に
よ
る
引
線

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許

の
他

に
も
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フ
リ

ッ
ツ

・
ブ
ラ
ウ
の
発
明

や
英

ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
が
特
許
権
者
と

な

っ
て

い
る

ア
ン
ト

ン

・
レ
デ

ラ
ー

の
発
明
、

ス
イ

ス

の
ゴ

ッ
ド
リ
ー

ブ

・
グ
ミ

ュ
ー
ル
に
よ
る
発
明
な
ど
、
引
線
タ

ン
グ

ス
テ
ン
に
関
す
る
複

数

の
特
許

が
出
願

、
登
録

さ
れ
た
。

以
上

の
よ
う

に
、
日
本

に
お

い
て
は
押
出
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
、
引
線

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許

の
両
分
野
で
単

一
の
強
力
な
基
本
特
許
が
存
在
す
る

の
で
は
な
く
並
存

し
て

い
る
状
況

が
あ

っ
た
。
し
か

し
表

3
や
表

4
で
示

さ
れ
た
特

許

の
並
存

は
、
単

に
出
願
と
登
録

の
状
況
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

だ
け
で
あ

り
、
実

際
に
は
こ
れ
ら

の
特
許
を
前
提
と

し
て
、
各
特
許
権
者

は
自

ら
所
有
す
る
特
許
を
管
理
す

る
と
と
も

に
電
球
事
業
を
め
ぐ

っ
て
競

争
と
協

調
が
行
わ
れ
た
。
次
節

で
は
、
日
本

に
出
願

、
登
録
さ
れ

た
特
許

の
具
体
的
な
競
争

関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

三
 

第

一
次

大

戦

期

ま

で

の
特

許
管

理

1
 

国
際
協
定
と
タ

ン
グ

ス
テ

ン
電
球
特
許

の
管

理

(
1
)
 米
英
独
に
お
け
る
タ

ン
グ

ス
テ

ン
特

許

の
管

理

日
本

に
お
け
る
特
許
管
理
は
海
外
に
お
け
る
企
業
間

の
特
許
協

定
に
強

く
影
響
さ
れ

て
い
た
。
G
E

に
よ
る
電
球
特
許
管

理
は
、
し
た
が

っ
て
世

界
的
な
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許

の
協
定
関
係
を
踏
ま
え
た
上
で
明
ら
か
に
な

る
。
以
下

で
は

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
タ

ン
グ

ス
テ

ン
特
許
を
め
ぐ

る
企
業
間
関
係
を
見
た
上
で
、
G
E

の
日
本
に
お
け
る
特

許
管
理
を
見

る
。

ア
メ
リ
カ
で
G
E
は
出
願
中

の
ユ
ス
ト

=
ハ
ナ

マ
ン
特
許
を

一
九
〇
九

年

に
買
収

し
て
支

配
下
に
お
き
、
産
業
集
中

の
手
段
と
し

て
利
用
し
た
。

G
E
は

一
九

一
二
年

二
月

一
七
日
の

ユ
ス
ト

=

ハ
ナ

マ
ン
特
許
登
録
直
後

に
オ
ラ

ン
ダ

の
フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
社

の
子
会
社

で
あ

る
ロ

コ
=
フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
社

(L
oc
o-P
h
ilip
s
 C
o
m
p
a
n
y
)
に
対
し

て
特
許
侵
害
訴

訟
を
提
起
し

た
。

一
九

一
六
年
二
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
方
裁
判
所
は

G
E
の
ユ
ス
ト

=

ハ
ナ

マ
ン
特
許
を
支
持
す

る
判
決
を
出

し
、
さ
ら
に
同
年

六
月

の
連
邦

巡
回
裁
判
所
も
こ

の
判
決
を
支
持

し
、

ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
特
許

の
法
的

な
地
位
が
決
定
し
た
(
4
2
)

。
こ
れ
に
よ
り
G
E
は
ア
メ
リ
カ
の
電
球
産
業
を
強

固
に
支
配
す
る

こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
他

方
で
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

は

ユ

ス
ト

=
ハ
ナ

マ
ン
特
許
ほ
ど
に
は
裁
判
が
う

ま
く
進
ま
な
か

っ
た
。

ク
ー

リ

ッ
ジ
特
許

の
有
効
性
は
、
G
E
対
イ

ン
デ

ィ
ペ
ン
デ

ン
ト

・
ラ
ン
プ

・

エ
ン
ド

・
ワ
イ
ヤ
社
裁
判
で

一
九
二
〇
年

六
月
二
九
日
に
有
効
性

が
認
め

ら
れ
た
が
、

一
九

二
七
年

一
月

の
G
E
対
ド

・
フ
ォ
レ

ス
ト

・
ラ
ジ
オ
社

及
び

ロ
ベ
レ
ン

・
ピ

ア
ノ
社

の
判
決

で
は
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
は
無
効

で
あ

る
と

の
判
決

が
下

っ
た
。
G

E
は
控
訴
し

一
九
二
八
年
九
月

の
第
三
巡
回

控
訴
裁
判
所
判
決

で
は

ク
ー

リ

ッ
ジ
特
許

の
方
法
部
分

の
有
効
性
が
認
め

ら

れ
た
が
、

そ
の
後
最
高
裁
判
決

で
も
ク
ー

リ
ッ
ジ
特
許

の
製
品
特
許

の

有
効
性
は
否
定

さ
れ
確
定

し
た
(
4
3
)

。
し
か
し

ユ
ス
ト

=
ハ
ナ

マ
ン
特
許
で

の

勝
利
と
、
他
方

で
行
わ
れ
た
国
内
電
球
企
業

の
系
列
化
は
、
G
E

の
ア
メ

リ
カ
国
内

に
お
け
る
支
配
を
強
固
な
も

の
に
し
、
ク

ー
リ

ッ
ジ
特
許

の
部

分
的

な
有
効
性

の
否
定
は

ほ
と

ん
ど
影
響
し
な
か

っ
た
。

イ

ギ

リ

ス

で

は

G

E

の
協

定

企

業

と

し

て

B

T

H
 
(B
r
itish
 

T
h
om
ao
n
-H
o
u
sto
n
,
 Co
.,
 L
t
d.)
が
活
動

し
て

い
た
が
、
ほ
か
に
も

エ
ジ
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ソ
ン
=

ス
ワ
ン
社

、
G

E
C
 
(G
e
n
e
ra
l
 Ele
c
tr
ic
 C
o.,

 L
t
d.)
、
ジ
ー

メ

ン
ス

・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
社
な
ど

が
活
動

し
て
い
た
。

タ
ン
グ

ス
テ
ン
特
許
を

め
ぐ

っ
て
は
B
T
H
が
G
E
か
ら
、
ジ
ー
メ
ン
ス

・
ブ

ラ
ザ

ー
ス
が
ジ
ー

メ

ン
ス

・
ハ
ル
ス
ケ
か
ら
特
許
を
得

て

い
た

ほ
か
、

G
E
C
が

一
九

〇
七

年

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ

ツ
か
ら
押
出

タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許
を
購
入
し

て

い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
れ
ら
主
要
企
業

の
間

で
特
許
紛
争
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て

い
た
が
、

一
九

一
三
年

に
B
T
H
は

G
E
か
ら
得
た

ク
ー
リ

ッ

ジ
特

許
を
武
器
と

し
て
G
E
C
、

エ
ジ
ソ
ン
=
ス
ワ
ン
、
ジ

ー
メ
ン
ス

・

ブ

ラ
ザ
ー

ス
を

組
織

し

タ

ン
グ

ス

テ
ン
電
球

協
会

(T
u
n

g
s
t
e
n
 L
a
m
p
 

A
s
s
oc
ia
tio
n
)
を
設
立
し
た
。

B
T
H
は
協
会
を
通
し

て
電
球
市
場
を
統

制

し
よ
う
と
し
た
。

四
社
は
電
球
協
会

に
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
す
る
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
を
プ

ー
ル
し
、

G
E
と

の
協
定

に
よ

っ
て
イ
ギ
リ

ス
企
業

の

市
場
と

さ
れ

て
い
る
地
域

で
の
電
球
生
産
と
販
売
を
統
制
し
た
。
B
T
H

は
協
会

に
G
E
か
ら
得
た

ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
を
も
プ
ー

ル
し
、
他
社

に
引

線

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
販
売
を
許
可
し
た
。
協
会
加
盟
企
業

の
な
か
で

は
、

B

T
H
だ

け

が
ク
ー
リ

ッ
ジ
特

許
を
使

用
し

て
引
線

タ

ン
グ

ス
テ

ン

・
フ

ィ

ラ

メ

ン
ト

を

製

造

し

、

他

の
協

定

企

業

に
供

給

し

て

い
た

。

こ

の

よ
う

に
イ

ギ

リ

ス

で
は

B

T

H
が

ク
ー

リ

ッ
ジ

特

許

の
優

位

性

を

利

用

し

て
産

業

集

中

を

進

め

た

の

で
あ

る
。

ド

イ

ツ

で
も

重

要

な

タ

ン
グ

ス

テ

ン
電

球

特

許

を

所

有

す

る

企

業

が
並

存

し

て

い
た

。

一
九

〇
三

年

以

来

G

E
と

密

接

な

関

係

に

あ

り

、

G

E

の

特

許

を

持

つ

A

E

G
 
(A
llg
e
m
e
in
e
 E
le
k
trizit
a
ts-G
e
se
l
lsc
ha
f
t)、

タ

ン

タ

ル

ム
電

球

の
技

術

を

持

つ
ジ

ー

メ

ン

ス

・
ハ

ル

ス
ケ

社

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

・
ウ

ェ
ル

ス
バ

ッ

ハ
社

の
オ

ス
ミ

ウ

ム

電
球

の
技

術
を

持

つ
ア

ウ

エ

ル
ゲ

ゼ

ル
シ

ャ

フ
ト

(ド

イ

ッ
チ

ェ
ン

・
ガ

ス

グ

リ

ュ
ー

リ

ヒ

ト

社

、

以

下

ア
ウ

エ

ル
社

)

が
存

在

し

て

い
た

。

ド

イ

ツ
に

お

け

る
産

業

再
編

は

、

一
九

〇

三

年

に

A

E

G

と

ジ

ー

メ

ン
ス

・
ハ
ル

ス

ケ
社

が
中

心

と

な

っ
て

カ

ー

ボ

ン
電

球

の
生

産

と

販

売

を
管

理

す

る

、

ベ

ル

リ

ン
電

球

工

場
連

盟

(V
e
r
kau
f
sste
lle
 V
e
r
ein
i
h
t
e
r
 G
l
u
lam
p
e
n
fab
r
i
ken
、
 V

V

G

)

を

設

立

し

た

こ

と

に

は

じ

ま

る

。

V

V

G

に

は

ド

イ

ツ
、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

、

イ

タ

リ

ア
、

オ

ラ

ン

ダ
、

ス
イ

ス

の

一

一
社

が

参

加

し

、

カ

ー

ボ

ン
電

球

の
統

一
価

格

を

設
定

し
市

場

統

制

を

行

っ
て

い
た
(
4
5
)

。

し

か

し

V

V

G

は

カ

ー

ボ

ン

フ
ィ

ラ

メ

ン

ト
を

対

象

と

し

て

お
り

、

金

属

タ

ン

グ

ス
テ

ン

の
出

現
と

と

も

に

し
だ

い
に
影

響

力

が

弱

く

な

っ
た

。

金

属

フ

ィ
ラ

メ

ン
ト

出

現
後

、

A

E

G

、

ジ

ー

メ

ン

ス

・
ハ
ル

ス
ケ

、

ア

ウ

エ
ル

社

の
三

社

は

フ

ィ
ラ

メ

ン
ト

・
ト

ラ

ス
ト

(D
r
a
h
t
kon
z
er
n
)

を

結

成

し
、

金

属

フ
ィ

ラ

メ

ン

ト
電

球

に

関
す

る
主

要

な

特

許

を

プ

ー

ル
し

た
(
4
6
)

。

ク

ー

リ

ッ
ジ

特

許

は

A

E

G

に

与

え

ら

れ

て

い
た

が

、

G

E

は

フ

ィ

ラ

メ

ン

ト

・
ト

ラ

ス

ト
を

通

し

て

、

ジ

ー

メ

ン

ス

・
ハ
ル

ス

ケ
、

ア

ウ

エ
ル
社

に

も
使

用
許

諾
を
与
え

る
こ
と
に
同
意

し
た
(
4
7
)

。

ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

の
ラ
イ

セ

ン
ス
を
与
え

る
こ
と

で
、
G
E
は
重
要
な
電
球
特
許
を
所
有
す

る
ド
イ

ツ

企
業

と
そ
の
特
許

の
国
際

的
な
支
配
を
得
た

の
で
あ

る
。

(2
)
 日
本
に
お
け

る
タ

ン
グ
ス
テ
ン
特
許

の
管
理

前

出
表

3
お
よ
び
表

4
に
あ

る
よ
う

に
、

日
本

で
は

タ
ン
グ

ス
テ
ン
特

許
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

ユ
ス
ト

=

ハ
ナ

マ
ン
特
許

の
よ
う
な
強

力
な
基
本
特
許

が
成
立

せ
ず

、
複
数

の
代
替
可
能
な

タ
ン
グ

ス
テ
ン
特
許
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が
並
存

す
る
状
態

に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
並
存
す

る
特
許
を
利

用
し
て
各

権
利
者
が
電
球
事
業
を
進

め
た
わ
け

で
は
な
く
、
特
許
権

の
所

有

の
レ
ベ

ル
で
集
中
が
行
わ
れ
た
。

G
E
は

一
九

〇
九
年
夏

に

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン

の
特
許
第

一
三
六

一
二
号
と

ハ
ン
ス

・
ク

ツ
エ
ル
の
第

一
〇
八

〇
七
号
、
第

一
四
七
四
六
号
を
買
収

し
た
(
4
8
)

。

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
の
特
許

の
買
収
は
、
同
年
に
G
E
が
ア
メ
リ
カ
で
行

っ
た

ユ
ス
ト
=

ハ
ナ

マ
ン
の

ア
メ
リ
カ
特
許

の
買
収
と
関
連
し
て

い
る
。
ま

た
、
ク

ツ
エ
ル
の
特
許

の

買
収
も
、
G
E
が

ユ
ス
ト

=
ハ
ナ

マ
ン
特

許
の
買
収

と
並
行

し
て
行

っ
た

ア
メ
リ
カ

の
ク

ツ
エ
ル
特
許

の
買
収

と
関
連

し
て

い
る
(
4
9
)

。
お
そ
ら
く

G
E

は
両
者

の
ア
メ
リ
カ
特
許
買
収
の
際
に
、
日
本

に
お
け
る
特
許
権

の
買
収

に

つ
い
て
も
合
意
し

て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

G
E
は

ユ
ス
ト
と

ハ
ナ

マ
ン
、
ク

ツ
エ
ル
の
特

許
を
自

ら
の
管

理
下
に

置

い
た

の
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
他
に
も
A
E
G
や
ア
ウ

エ
ル
社
な
ど
が

所
有
す
る
押
出
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
が
残

っ
て

い
た
。
こ
れ
ら
特

許
の
管

理
は
、

一
九

一
〇
年

の
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

の
発
明
を
背
景
と
し
て
、
ド
イ

ツ
国
内
に
お
け
る
契
約
関
係
と
G
E
と
ド
イ

ツ
企
業
と

の
間

の
契

約
関
係

を
媒
介
と
し

て
行
わ
れ
た
。

日
本
を
め
ぐ
る
G
E
と
ド
イ

ツ
企
業

の
関
係
は
、

一
九
〇
三
年

に
G
E

と

A
E
G
が
国
際
協
定
を
締
結
し
た
と
き
に
遡
る
。

一
九
〇
三
年
協
定

で

は
、
日
本
は

「そ

の
他

の
地
域
」
に
含
ま
れ
て

い
て
、

い
ず
れ

の
企
業
も

参
入
す
る

こ
と

の
で
き
る
地
域
で
あ

っ
た
(
5
0
)

。
し
ば
ら
く
は
G
E
、
A
E
G

と
も

に
日
本

に
電
球
輸
出
を
行
う
こ
と
も
現
地
生
産
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ

日
本

に
お

い
て
電
球
事
業
を
す
す
め
た
。
し

か
し

一
九

一
〇
年
頃
に
A
E
G
と
G
E
と

の
間
で
日
本
市
場
を
め
ぐ

る
交

渉
が
発
生
し
た
。

一
九

一
〇
年
五
月
に
G
E
は
代
理
人
岸
清

一
を
と

お
し

て
A
E
G

の
代
理
店

で
あ
る
大
倉
組
に
書
簡

を
送
り
、
A
E
G
の
輸

入
電

球
が
G
E

の
日
本
特
許
を
侵
害
し

て
い
る
と
警
告
し
た
(
5
1
)

。
交
渉
は
G
E
と

A
E
G

の
間

で
進
め
ら
れ
、

一
九

一
一
年
九
月

の
バ
ー
デ

ン
バ
ー
デ
ン
に

お
け
る
会
議

で
G
E
の
優
位
性
が
確
定
し
た
。
日
本

の
電
球
市
場
に
お

い

て
は

A
E
G
は
ド
イ

ツ
の
V
V
G

の

一
員
で
あ
る

の
で
カ
ー
ボ

ン
電
球

の

日
本

へ
の
輸
出
は
制
約
を
受
け
、
引
線
タ

ン
グ

ス
テ
ン
電
球
も
ク
ー
リ

ッ

ジ
特
許
が
存
在
す

る
の
で
自
由

に
輸
出
で
き
な

い
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

ま
た

A
E
G
は
引
線

タ
ン
グ

ス
テ
ン
以
外

の
金
属

フ
ィ
ラ

メ
ン
ト

の
販
売

は

可
能
と
さ
れ

て
い
た
が
、

A
E
G
は
有
効
な
日
本
特
許
を
有
し
て

い
な

い
の
で
、
輸
出

や
生
産
は
現
実
的

で
は
な
か

っ
た
。
日
本
電
球
市
場
に
お

け

る
G
E
の
優
位
性
を
認
め
た

A
E
G
は
、
結
局
、

一
九

一
四
年

一
月
に

東
京
電
気
と
電
球

に
関
す

る
販
売
協
定
を
締
結
し
た
。

A
E
G
以
外

の
ド
イ

ツ
企
業
は
、

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

・
ト

ラ
ス
ト
を
通
し

て
G
E
か

ら
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

の
使
用
許
諾
を
受
け

て
い
る
関
係
上
、
日

本

へ
の
進
出

は
認

め
ら
れ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆

に
い
え
ば
、
A

E
G
と

は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

・
ト

ラ
ス
ト

の
形
成
以
前
か
ら

日
本
を
め
ぐ

っ

て
協
定

関
係

に
あ

っ
た
が

ゆ
え

に
、
G
E
は

一
九

一
〇
年
か
ら

の
交
渉
を

経

て
優
位
性
を
確
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
日
本
で
重

要

な
特
許
を
所
有

し
て
い
た
ド
イ

ツ
企
業
は
ほ
か

に
フ
リ

ッ
ツ

・
ブ
ラ
ウ

の
特
許
を
所
有
す

る
ア
ウ

エ
ル
社
が
あ

っ
た
。

ア
ウ
エ
ル
社

の
日
本
特
許

も
契
約

関
係
を
媒
介
と

し
て
G
E
の
管
理

下
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う

に
し

て
日
本

で
所
有

さ
れ

て
い
た
ド
イ

ツ
企
業

の
主
要
な
電
球

特
許

は
、
G
E
が
そ

の
全
体
を
管
理
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

G
E
が
ド
イ

ツ
企
業

の
特
許
を
も
管
理
し
、
G
E
が
主
導

権
を
と

っ
て

日
本
電
球
産
業
を
再
編

・
集
中
す
る
動
き
は
、
早
く
も

一
九

一
四
年

に
あ

ら
わ
れ
た
。

一
九

一
四
年
四
月
、
G
E
は

ア
ウ

エ
ル
社
、
A
E
G
と
と
も

に
三
社

で
東
京
電
球
製
作
所
に
警
告
状
を
送

っ
た
(
5
4
)

。
G
E
の
代
理
人
岸
清

一
、

A
E
G

の
代
理
人
長
島
鷲
太
郎
、

ア
ウ

エ
ル
社
の
代

理
人
カ
ー
ル

・

フ
ォ
ー
グ
ト
の
連
名

で
出
さ

れ
た
警
告
状
は
、

「貴
会
社

に
は
後
記
特
許

の

一
に
若
し
く
は
全
部
に
違
反
す

べ
き

『
タ

ン
グ
ス
テ
ン
』

繊
條
電
球
を

製
造
販
売
相
成
り
居
り
候
由

に
有
之
候
処
必
要

の
場
合

に
は
違

反
に
対

し

法
律
上

の
手
続
に
依

り

て
拙
者
等

の
本
人
の
利
益
を
保
護
す

る
の
止
む
な

き

に
立

至
り
可
申

候

に
付

折
返

し
何
分

の
御

回
答
煩

し
度
此
段

得
貴
意

候
」
と
記
さ
れ
、
続

い
て
侵
害
さ
れ
て

い
る
特

許
の

一
覧
が
掲
げ
ら

れ
た
。

列
記
さ
れ
た
特
許
は
、
ア
ウ

エ
ル
社
所
有

の
第

一
〇

一
四
八
号

「白
熱
電

燈
沁

の
製
造
法
」
、
第

一
〇
八

七
七
号

「
金
属

『
タ
ン
グ
ス
テ

ン
』

の
妬

を
具

ふ
る
白
熱

電
燈
」
、
第

一
八
九

八
〇
号

「
吊
子
装
置
を

具

へ
た
る
白

熱
電
燈
」
、
G

E
所
有

の
ク
ー

リ

ッ
ジ

の
製

品
特
許

で
あ

る
第

一
八
九
六

一
号

「
『タ

ン
グ
ス
テ
ン
』
製
品
」
、
同
じ
く
方
法
特
許

で
あ

る
第

二
〇
八

九
四
号

「白
熱
電
燈

繊
條
其
他

の
目
的

に
供
す

る
如
く
練
製

『
タ
ン
グ

ス

テ
ン
』

を
製
す

る
法
」
、
A
E
G
所
有

の
第

二
二
八

二
九
号

「金

属
白
熱

繊
條

の
整
形
法
」

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
押
出
、
引
線

の
両

タ
ン
グ

ス
テ

ン
電
球
を
製
造
す

る
た
め
に
は
必
要
と
な
る
特
許

で
あ

っ
た
。

一
九

一
四

年

の
連
名

で
の
警
告
状
は
、

こ
の
時
点

で
す

で
に
G
E
が
他
社

の
特
許
を

含
め
て
特

許
管

理
を
行
う
体
制

が
整

っ
た

こ
と
、
さ
ら

に
G
E
が
管
理
し

て

い
た
特
許

は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
各
主
要
部
分
を
す

べ
て
含
む
も

の

で
あ
り

、
日
本

に
お
け

る
G
E
の
立
場

が
非
常

に
強
固

で
あ

っ
た

こ
と
を

あ
ら
わ

し
て

い
る
。

2
 

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球
訴
訟

日
本

に
お
け

る
重
要
な
電
球
特
許

の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
G
E
に
よ

っ

て
管
理
さ
れ

て
い
る

こ
と
は
、
東
京
電
気
を
除
く
日
本

の
製
造
業
者
に
と

っ
て
は
、

G
E
の
軍
門

に
下
ら
な

い
限
り

一
切

の
電
球

の
生
産

・
販
売
が

で
き
な

い
と

い
う

こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
こ

の
事

態
に
対
し
日
本

の
製

造
業
者
は
G
E

の
管
理
が
及
ん

で
い
な

い
タ

ン
グ

ス
テ

ン
特

許
を
武
器
と

し
て
G

E
支
配

に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

日
本

で
は
日
露
戦
争
後

の
水
力
電
源
開
発
に
と
も

な

い
、

一
九

〇
七
年

ご

ろ
か
ら
電
球
企
業
が
勃
興
し
は
じ
め
た
。
代
表

的
な
企
業

は
大

阪
電
球

、

東
京
電
球
製
作
所
、
電
光
舎

・
帝
国
電
球
、
恩
田
商
会

、
高

岡
電
球

な
ど

で
あ

っ
た
が
、
当
初
は
す

べ
て
カ
ー
ボ

ン
電
球

の
生
産
を
行

っ
て

い
た
。

こ
れ
ら

の
企
業
に
は
独
自

に
開
発
し
た
特
許
を
企
業
化

し
た
も

の
が
多
く
、

日
本
に
お

い
て
も
初
期

の
技
術
開
発
が
活
発
に
行
わ

れ
て

い
た
こ
と

が
う

か
が
え
る
(
5
6
)

。
し
か
し
タ

ン
グ

ス
テ

ン
電
球
の
出
現

に
よ

っ
て
カ
ー
ボ
ン
電

球

の
製
造
だ
け
で
は
経
営

が
困
難
と
な
り
、
ま
た

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球
製

造
に
参
入
す
る
に
も
技

術
上
の
困
難
が
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況

下
で

一
九

一
二
年

に
は
大

阪
電
球
が
、

一
九

一
三
年

に
は
帝
国
電
球
と

日
本
電

球
が
相
次

い
で
東
京

電
気

と
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
製
造

・
販
売

に
関
す
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る
特
許
協

定
を
締
結
し
、
G
E
系
列

に
入

っ
た
。
ま
た

一
九

一
四
年

に
は
、

上
述

の
警
告
状
を
送
付
さ
れ
た
東
京
電
球

が
東
京
電
気
と
特
許
協
定
を
締

結
し
、
G
E
系
列
に
入

っ
た
。

日
本
で
は
第

一
次
大
戦
勃
発
後

の
大

正
初
期
年

間
に
ふ
た
た
び
電
球
企

業

の
興
隆
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き

設
立

さ
れ
た
企
業

は
、
独
自

の
電
球
特
許
を
企
業
化
す
る

の
で
は
な
く
、
G
E
以
外

の
外

国
人
所
有

の

特
許
を
企
業
化
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

一
五
年

に
設
立

さ

れ
た
大
日
本
電
球
株
式
会
社
、
関
西
電
球
株
式
会

社
、

一
九

一
六
年

に
九

州

で
設
立

さ
れ
た
大

正
電
球
株
式

会
社

で
あ
る
。
大

日
本
電

球
は

グ
ミ

ュ
ー
ル
の
日
本
特
許
を
、
関
西
電
球
は
英
ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ
ス

の
特
許

を
、
大
正
電
球
は
岡
本
宜
美

の
特
許
を
そ
れ
ぞ
れ
企
業
化
し
よ
う
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。

こ
の
三
社

の
設
立
は
、

G
E
が

一
九

一
四
年
ま

で
に
日
本
で
構
築
し
た

特
許
独
占

に
風
穴
を
空
け

る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
ド
イ

ツ
企
業
と

の
関

係

に
も
影
響
を

し
か
ね
な

い
重
大
な
挑
戦

で
あ

っ
た
。
と

い
う

の
は
、
ひ

と

た
び

こ
れ
ら
の
会
社

の
存
在
を
許
せ
ば
、
そ
れ
ら
が
基
礎
と
す

る
タ

ン

グ
ス
テ
ン
特

許
の
有
効
性

が
強
ま
り
、

G
E
が
管
理
す

る

一
連

の
タ
ン
グ

ス
テ
ン
特

許

の
効
力

が
減

退
す

る
か
ら
で
あ

る
。

G
E
は
、

こ
れ
ら
三
社

に
対
し
て
相
次

い
で
特

許
侵
害
訴
訟
を
提
起

し
た
。

G
E
の
日
本
に
お
け
る
責
任
者

で
あ

っ
た
J

・
R

・
ゲ
ア
リ
ー
は
、

一

九

一
六
年

二
月

一
九
日
付
け
で
設
立
前

の
大
正
電
球

の
関
係
者

に
対

し
て

警
告
状
を
送
付
し
た
。
ゲ
ア
リ
ー
は
警
告
状

の
中

で
G
E
が
タ
ン
グ
ス
テ

ン
電
球
製
造

に
不
可
欠
な

一
連
の
特

許
を
管

理
し
て

い
る
こ
と
を

述
べ
た

あ
と

で

「
『
タ

ン
グ

ス
テ
ン
』
電
球

の
製
作

に
関
す

る
現
在

の

一
般
状
況

を
御
承
知
被
下
事
と
存

候
幸

に
御
賢
慮
あ

ら
ん
こ
と
希
望

に
不
甚
候
」
と

結
ん

で
い
る
。
ま
た
警
告
状
で
ゲ
ア
リ
ー
は
、
大
正
電
球

が
企
業
化

し
よ

う
と
し

て
い
る
岡
本
宜
美
所
有

の
特
許
第

二
八
八
四
六
号
は
イ
ギ
リ
ス
人

エ
ル
ン
ス
ト

・
ア
ウ
グ

ス
ト

・
ク
リ

ュ
ー
ゲ

ル
発
明
の
英
国
特

許

一
九

一

三
年
第

一
六
〇
六
六
号
と
内
容
が
同
じ
で
あ
る
が
、
ク
リ

ュ
ー
ゲ
ル
は
イ

ギ

リ
ス
で
の
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
を
め
ぐ
る
裁
判
で
敗
訴
し
た
人
物
で
あ

る

と
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う

に
ゲ

ア
リ
ー
は
警
告
状
で
設
立
し
な

い
旨
を

訴

え

た
が
、
結
局
大
正
電
球
は

二
月

二
四
日

に
設
立
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う

な

事
態

に
対

し
同
年

六
月

二
日
、
G
E
は
系
列
下

に
入

っ
た
東
京
電
球
を
原

告

と
し

て
大

正
電
球

を
相
手

に

「
特
許
第

二

八
八
四
六
号

無
効
審
判

請

求
」
を
提

出
し
た
。

次

い
で
G
E
は
、

一
九

一
六
年

八
月

一
五
日
に
大

日
本
電
球

に
対
し

て

「
特
許
第

一
八
九

六

一
号
侵
害
差
止
及
損
害

賠
償
請
求

」
を
東
京

地
方
裁

判
所
に
提
出
し
た
。
さ
ら
に
翌
年

一
月

一
五
日
に
は

「特
許
第

一
八
九
六

一
号
権
利
範
囲
確
認
審

判
請
求
」
と

グ
ミ

ュ
ー
ル
特
許

に
対
す

る

「
特
許

第
二
六
七
〇
四
号
無
効
審

判
請
求
」
を
特
許
局

に
提
出

し
た
。
大

日
本
電

球
も
応
戦
し
、
七
月

一
〇
日
に
は
G
E
の
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許

が
無
効

で
あ

る
と
す
る

「
特
許
第

一
八
九
六

一
号
無
効
審

判
請
求
」
を
特
許
局

に
提
出

し
た
。
こ
れ
は

ク
ー
リ

ッ
ジ

の
製
品
特
許
を
攻
撃
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

大
正
電
球
、
大
日
本
電
球
と
法
廷

闘
争

を
進
め
る

一
方

で
、
G
E
は
関

西
電
球

に
対
し

て
も
訴
訟
を
提
起
し
た
。
G
E
は

一
九

一
七
年

三
月

一
九

日
に
英

ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
を
相
手

に

「
特
許
第
二
四
〇
二
七
号
無
効
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審
判
請
求
」
と

「特
許
第
二
七

一
六

五
号
無
効
審
判
請
求
」

を
特

許
局
に

提
出
す

る
と
と
も

に
(
6
7
)

、
同
年
五
月

に
は
法
人
と
し
て

の
関
西
電
球

と
そ
の

取
締
役
を
被
告
と
し

て
大
阪
地
方
裁
判
所
に

「
特
許
第

一
八
九
六

一
号
侵

害
刑

事
訴
訟
」

を
提
出

し
た
(
6
8
)

。

関
西
電
球
も

こ
れ

に
応
戦

し
、
六
月

に

「特
許
第

一
八
九
六

一
号
無
効
審
判
請
求

」
を
特
許
局
に
提
出

し
た
。

一
連

の
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
裁
判
(
7
0
)

で
は

い
ず
れ
も
G
E
の
ク
ー
リ

ッ
ジ

特
許
、
と
く
に
製
品
特
許
で
あ
る
第

一
八
九
六

一
号

の
有
効
性

が
共
通
し

て
争
点
と
な

っ
た
。
G
E
は

一
連

の
特
許
裁
判
を
す
す
め
る
う
え

で
、
代

理
人

で
あ
る
岸
清

一
と
密
接
な
連
絡
を
と

っ
た
。
岸

は
同
じ
事
務
所

の
木

村
駿
吉
と
と
も
に
、
大
日
本
電
球
に
対
し
て
最
初
の
民
事
訴

訟
を
提

出
し

た

二
日
後

の
八
月

一
七
日
に
、
海
路

ア
メ
リ
カ

へ
と
向
か

っ
た
(
7
1
)

。
岸

ら
は

ア
メ
リ
カ

で
G
E

の
法
務
担
当
者
ら
と
直
接
協
議

し
、
日
本

に
お
け
る
タ

ン
グ

ス
テ
ン
訴
訟

の
戦
略
を
練

っ
た
。
岸

ら
は
G
E
か
ら
イ

ギ
リ
ス
、
ド

イ

ツ
に
お
け
る
タ

ン
グ

ス
テ

ン
裁
判

の
情
報
を

入
手

し
、

一
〇
月

一
六
日

に
帰
国
し
た
。
岸
ら

の
帰
国
後

、
G
E
は
裁

判
で
ク
ー
リ

ッ
ジ
の
発
明
し

た
引
線
タ

ン
グ

ス
テ

ン
が
全

く
新
規
な
も

の
で
あ

る
こ
と
を
イ

ギ
リ
ス
、

ド
イ

ツ
に
お
け
る
判
決
を
利
用
し
な
が
ら
主
張

し
た
。

こ
れ
に
対

し
、
大

正
電
球
、
大
日
本
電
球
、
関
西
電
球
は
純
粋

な
タ
ン
グ
ス
テ
ン
が
展
延
性

を
も

つ
こ
と
は
既
知

の
事
実

で
あ
り
、
第

一
八
九

六

一
号
は
無
効

で
あ

る

と
主
張
し
た
。

一
九

一
六
年
末

か
ら

一
九

一
九
年

に
か
け
て
答
弁
書
、
反
駁
書

の
提
出
、

口
頭
弁
論
が
相
次

い
で
行

わ
れ
た
。
裁
判

の
最
初

の
結
果
は
、

一
九

一
七

年
八
月
に
現
れ
た
。
大

正
電
球

が
東
京
電
気
と

タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球

の
製

造
と
販
売

に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、

G
E
の
傘
下

に
入
る
こ
と

に
な

っ

た
の
で
あ

る
。
大
正
電
球
は

そ
の
後
東
京
電
気

の
小
倉
工
場
と
な
り
、
東

京
電
気

の
全
国
的
な
電
球
販
売

の
拠
点

の

一
つ
と
な

っ
た
(
7
3
)

。
大
日
本
電
球
、

関
西
電
球
と

の
裁
判
は

一
九

一
九
年
ま

で
行
わ
れ
た
。

一
九

一
九
年
三
月

に
は
合
同

で
第

一
八
九
六

一
号

に
関
す
る

口
頭
審
理
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

最
後
ま

で
法
廷
闘
争
が
行
わ
れ
る
か

に
み
え
た
(
7
4
)

。
し
か
し
関
西
電
球
は
、

一
〇
月

一
日
に
東
京
電
気
と

タ
ン
グ

ス
テ
ン
の
製
造
販
売
に
関
す
る
特
許

協
定
を
締
結
し
、
G

E
の
傘

下
に
入

っ
た
。

つ
づ

い
て
大
日
本
電
球
も
同

年

一
二
月

に
同
様

の
特
許
協
定
を
締
結
し
、
G
E
系
列
と
な

っ
た
(
7
5
)

。
こ

の

よ
う

に
、

一
九

一
四
年
か
ら
相
次

い
で
提
訴
さ
れ
た
タ

ン
グ
ス
テ

ン
電
球

に
関
す

る
裁
判
は
、

一
九

一
九
年
に
は
実
質
的
に
G
E
が
全
勝
す
る
形
で

終
了
し
た
。
裁
判
を
通
し

て
G
E
は
自
ら
が
管

理
す
る

一
連
の
タ

ン
グ

ス

テ
ン
電
球
関
連
特
許

の
有
効
性
を
維
持

で
き
た
こ
と
に
加
え

、
日
本
電
球

産
業

の
東
京
電
気

へ
の
集
中
を
完
成
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

四
 

「代

理
出

願
」

契

約

に

よ

る
戦

間

期

の
特

許

管

理

1
 

第

一
次
大
戦
期
ま

で
の
特
許
管
理
組
織

タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
裁
判
と
電
球
産
業

の
集

中
の
過
程

を
見

る
と
、
日

本

に
お
け
る
タ

ン
グ

ス
テ
ン
電
球
特
許

の
管
理
者

は
G
E
で
あ
り

、
G
E

が
岸
ら
を
代
理
人
と
し

て
直
接
訴
訟
を
行
う
と

い
う
形
態

で
あ

っ
た
。
裁

判

の
結
果
電
球
産
業
は
東
京
電
気
を
中
心
と
し
て
再
編

さ
れ
、
東
京

電
気

の
支
配
力
は
大
き
く
な

っ
た
が
、
東
京
電
気
に
事
業
を
集

中
さ
せ
る
戦
略

を
も

っ
て
い
た
主
体
は
G
E

で
、
ま
た
そ
の
戦
略
を
成
功
裡

に
遂
行

し
目
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的
を
達
成
さ
せ
た

の
も

G
E
で
あ

っ
た
。
第

一
次
大
戦
期
ま

で
の
特
許
管

理

の
特
徴
を
、
東
京
電
気

の
位

置
付

け
と

関
連

さ
せ
て
見

て
お

こ
う
。

G
E
は

一
九
〇
五
年

に
東
京

電
気
と
資
本
参
加

お
よ
び
技
術
提
携

の
契

約
を
締
結
し
た
。
特
許
協
定
に
よ
り
、
G
E
は
東
京
電
気

に
対

し
て
電
球

製
造
機
械

・
設
備
を
供
給
し
、
さ
ら
に
提
供

し
た
機
械

設
備

の
据
え
付
け

と
作
業
指
導
、
電
球
製
造

の
ノ
ウ

ハ
ウ
伝
授

の
た
め
に
技
師

W

・
T

・
マ

ク
チ

ェ
ス
ニ
ー
を
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
G
E
は
東
京

電
気
社
員

が
G
E
の

工
場
な
ど
を
訪
問
し
技
術
訓
練
を
受

け
る
こ
と
を

許
可
し
た
。
特

許
の
側

面

で
は
、
G
E
は
日
本

で
出
願
、
取
得
し
て

い
た
特
許
の
独
占
的
使

用
許

諾
を
東
京
電
気

に
与
え
た
(
7
6
)

。
こ

の
よ
う

な
特
許
協

定

の
内
容
を

み
る
と

、

G

E
は
提
携
当
時
、
東
京
電
気
を
日
本
を
含
む
東

ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る

生
産
基
地
と
し

て
位
置
付
け

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
電
球
製
造
機
械

・

設
備

の
提
供
は
、
以
前
ま

で
手
作
業
で
行

っ
て

い
た
東
京
電
気

の
電
球

生

産
工
程
を
大
部
分
機
械
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
東

京
電
気

の
電
球
生
産
能
力
を
飛
躍
的

に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
(
7
7
)

。
東
京

電
気
は
世

間

で
も
G

E
の

「
分
工
場
」
と
称
さ
れ
る

に
値
す
る
実
体
を
持

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
第

一
次
大
戦
期
ま

で
は
G
E
が
東
京
電
気
に

ラ
イ
セ

ン
ス
す

る
特
許
は

G
E
自
身
が
管
理
を
行

っ
て
お
り
、
東
京
電
気
は
生
産
と
販
売

に
専
念
す

る
と

い
う
職
能
的
な
分
業
関
係
が
成
り
立

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
し

日
本

に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
分
業
関
係
は
、
G
E

の
他

の
外
国

企
業
と

の
国
際
契
約
か
ら

み
る
と
特
殊
な
も

の
で
あ

っ
た
。
表

5
は
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、

ド
イ

ツ
に
お
け
る
ク
ー
リ

ッ
ジ

の
引
線
タ

ン
グ

ス
テ
ン
電
球
特
許

の
管

理
方
法
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ

ス
に
お

い
て
、
ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
は
G
E
と
特
許
協
定

を
締
結

し
て

い
る

B

T
H
が
出
願
し
、
特
許
権
者
と
な

っ
て

い
る
。
さ
ら
に
ド
イ

ツ
に
お

い

て
も
同
じ
く
A
E
G
が
出
願
し
、
特
許
権
者

と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対

し

日
本

で
は
、

ク
ー
リ

ッ
ジ
特
許
は
東
京

電
気
に
よ

っ
て
出
願
、
登
録

さ

れ

て
お
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
G
E
自

身
が
特

許
権
者
と
し
て
登
録

さ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ

ス
や
ド
イ

ツ
で
は
、
B
T
H
や
A
E
G

が
特
許
権
者
と
な
り
、
G
E
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
特
許
出
願
権
を
自

ら
が
出

願

し
、
G

E
特
許

の
管
理
を
行

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し

日
本

に
お
け
る
特
許
管
理
は
全
般
的
に
代
理
人
岸
清

一
に

よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
特
許
法

で
は
外
国
人
は
帝
国
内
に
居
住
す
る
代

理
人

を
選
任
す

る
必
要

が
あ
る

こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る

の
で
、
G
E
は
こ
の

岸
を
代
理
人
と

し
て
い
た
。

タ
ン
グ

ス
テ
ン
裁
判

で
は
岸
は
G
E

の
弁
護

人
を
務

め
、
弁
護
士
と
し

て
G
E

の
特
許
管
理
を
担

っ
た
。
も
う

一
つ
重

要

な
側
面
と

し
て
、
岸
は
弁
理
士
と
し

て
も
G
E

の
特
許
管
理
を
担

っ
て

い
た
。
岸

は
G
E
が
日
本

に
出
願
し
た
特
許

の
代
理
人
を
務
め
、
G
E

の

日
本

に
対
す

る
特
許
出
願
は
す

べ
て
岸
事
務
所

に
よ

っ
て
出
願
処
理
さ
れ

て

い
た
。

2
 
東
京
電
気
と

の

「代

理
出
願
」
契
約

第

一
次
大

戦
は
世
界
経
済
と
電
機
企
業
間

の
国
際
的
な
競
争
関
係
に
重

大

な
変
化
を
も

た
ら
し
、

日
本

の
電
機
産
業

に
お

い
て
も
第

一
次
大
戦
期

に
は
国
産
化

の
進
展
が
見

ら
れ
た
。
加
え

て
日
本

で
は
、
大
戦
終
了
後

の

一
九

一
九
年

に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
特
許
裁
判
が
終
結
し
、
東
京
電
気
を
中
心

と
し
た
電
球
産
業
の
集
中

が
完
成

し
た
。

G
E
は
新
た
な
世
界
情
勢
を
目
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表5 各国 におけ るクー リッジ特許

出所)渡 邊二郎 『タングステ ン特許問題』、第三節、8ペ ージ。特 許明細 書によ り加筆 ・修 正 した。

前

に
し

て
海
外
市
場
に
対
す
る
積
極
的
な
戦
略
と
組
織
を

打
ち
た

て
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九

一
九
年
に
G
E
は
国
際
事
業
を

専
門
的

に
管
理
す
る
子
会
社
I
G
E
C
を
設
立
し
、
戦
間
期

の
世
界
市
場

に
対
し

て
新
た
な
戦
略
で
臨
も
う
と
し
た
(
7
9
)

。
戦
間
期

の
新

戦
略
に

従

い
、
I
G
E
C
は
日
本
に
お

い
て
東
京
電
気

お
よ
び
芝
浦

製
作

所
と
そ
れ
ま
で

の
特
許
協

定
を
更
改
し
た
。
東
京
電
気
と

は

一
九

一
九
年
六
月
二
日

に
特
許
協

定
を
更
改

し
、
新

た
な
協
定
を
締
結

し
た
(
8
0
)

。
I
G
E
C
が
東
京
電
気
と
締
結
し
た

一
九

一
九
年

の
協
定

は
、
特
許
に
関
し

て
そ
れ
以
前

の
協
定
と
大
幅

に
異
な

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た
。
東
京
電
気
に
よ
る
G
E
特
許

の

「代

理
出
願
」
契
約

が
も
り
込
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

特
許

の

「
代
理
出
願
」
と
は
、
G
E
の
所
有
す

る
特
許
技
術

の

日
本
に
お
け
る
特
許
出
願
権

を
東
京

電
気

に
譲
渡

し
、
東
京

電
気

が
自
社

の
名
義
で
、
東
京
電
気
を
日
本

に
お
け
る
権
利
者
と

し
て

特
許
を
出
願
、
取
得
す
る
も

の
で
あ

る
。

一
九

一
九
年
協
定
を
実

質
的
に
引
き

継

い
で
い
る

一
九
三
九
年

の
I
G
E
C
と
東
京
芝
浦

電
気
と

の
間
の
協
定
を
用

い
て
契
約
条
項
を
確

認
す
る
と
、

「代

理
出
願
」
は
第
三
章
第
四
節
で
次

の
よ
う

に
規
定

さ
れ
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、

「東
京

芝
浦
電
気
株
式
会

社
は
独
占
的
使

用
許
諾

が

与
え
ら
れ
て
お
り
、
か

つ
ゼ
ネ
ラ
ル
会
社

(
-

I
G
E
C
の
こ

と
。
筆
者
注
)
が
同
意
し
た
特
許
を

、
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社

の
費
用
で
、
自

ら

の
名
義

で
特
許

出
願
す

る
か
、
あ

る

い
は
譲
渡

さ
れ
る

こ
と
を

選
択

で
き

る
」
(
8
3
)

。
東
京

電
気
と

I
G
E
C
と

の
契
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約
に
も
同
様

の
条
項
が
あ
り
、
東
京

電
気

は
こ
の
契
約

に
従

っ
て
G
E
特

許
を
自
社
名
義
で
出
願
、
登
録
し
た
。

「
代
理
出
願
」

の
方
法
は
次

の
よ
う

に
定
め
ら

れ
て

い
た
(
8
5
)

。
第

一
に
、

東
京
電
気
が

「
代
理
出
願
」
す
る
特

許
は
、
契
約

で
述
べ
ら
れ

て

い
る
よ

う

に
、
東
京
電
気
に
独
占
的
使
用
許
諾
を
与
え

る
と
さ
れ
て

い
る
技
術
分

野

の
特
許

で
あ
る
。
第

二
に
、
「代

理
出
願
」
す

る
特

許
に

つ
い
て
、

G

E
か
ら
東
京
電
気
に
特
許
出
願
権
が

一
件

に

つ
き

一
ド
ル
の
対
価

で
譲
渡

さ
れ
る
(
8
6
)

。
第
三
に
、
東
京
電
気
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
送
付

さ
れ
て
く

る
特
許

明
細
書
を

日
本
語

に
翻
訳
し
、
添
付

さ
れ
て

い
る
譲
渡

証
と
と
も

に
日
本

の
特
許
局

に
特
許
出
願
す
る
。
第
四
に
、
契
約
条

項
に
も
あ

る
よ
う

に
、

特
許
出
願

や
特
許
料
支
払
な
ど
、
特
許
管

理
に
関
す
る
諸
経
費

は
す

べ
て

東
京
電
気

の
負
担

で
あ

っ
た
。

実
際
に
、
G
E
か
ら
東
京
電
気

へ
は
定
期
的

に
膨
大
な
量
の
特
許
明
細

書
が
送
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
京
電
気
は
送
付

さ
れ
て
き

た
特
許
明
細

書

の
す

べ
て
を

「
代
理
出
願
」
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
G
E
か
ら
送
付

さ

れ

て
き
た
特
許

の
ど
れ
を
出
願
す
る
か

の
選
択
権

は
東

京
電
気

に
あ
り

、

特
許
権
を
維
持
す
る
た
め

に
毎
年
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
特

許
料
支
払

の
継
続
に
か
ん
す
る
判
断
も
日
本
側
に
あ

っ
た
。
東

京
電
気

は
、
送
ら
れ

て
き
た
特
許

の
出
願

の
要
否
や
特
許
料
支
払
、

つ
ま
り
特
許
権

の
継
続

の

要
否
な
ど

の
判
断
を
行

い
、
経
営
上
必
要
と
考
え

ら
れ
る
特
許

に

つ
い
て

の
み
出
願
し
権
利
を
保
有
し
た
。

G
E
が

日
本
に
お

い
て
特
許
を
取
得
す
る
際
に

「
代
理
出
願
」
方
法
を

用

い
た

の
は
、
次

の
よ
う
な
利
点
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

第

一
に
、
特

許
権

の
使
用
と

利
益

回
収
を
効
率
的

に
行
え
る
点

で
あ

る
。

「
代
理
出

願
」

に
よ

っ
て
東
京
電
気

が
日
本

の
特
許

局
に
出
願
す

る
特
許

は
、
実
際

に
東
京
電
気
が
経
営
上
必
要
と
し

て
い
る
特

許
だ
け
で
あ
り

、

東
京
電
気
が
不
必
要
と
判
断
し
た
特
許
は
出
願
さ
れ
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

市
場
競
争

に
適
合
的
な
特
許
群
を
日
本
市
場
に
構
築

す
る
こ
と
が
で
き

、

そ

の
特
許
を
東
京
電
気
が
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
で
よ
り
多

く
の
利
益
を

回
収
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
第
二
に
、
特
許
侵
害
に
対
す
る
対
処
な
ど

、

実
際

に
現
地

で
特
許
権
を
使
用
し
生
産
を
行
う
企
業
に
行
わ
せ
る
方

が
有

利

で
あ
る
。
東
京
電
気
は
、
日
本
国
内
で
実
際
に
製
品

の
製
造
販
売

に
従

事
し
、

日
本
市
場

に
お
け
る
競
争
に
お

い
て
営
業
利
益

を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
第
三
者
に
よ
る
特
許
権

の
侵
害
に
神
経
質

に

な
り
、
も
し
特
許
侵
害
が
発
生
す
れ
ば
東
京
電
気
が
自

ら

の
こ
と
と

し
て

そ
れ

に
対
応
す

る
。
特
許
権

の
防
禦
と

い
う

点
で
も

「
代
理
出
願
」

は
有

効

で
あ

る
。
第
三

に
、
契
約

に
よ

っ
て

「
代
理
出
願
」

に
必
要
と
な
る
経

費

は
す

べ
て
日
本
側

の
負
担

と
さ
れ

て
い
る
。
「代

理
出
願
」
契
約
を
締

結
す

る
ま

で
、

G
E
は
弁
理
士

で
あ
る
岸
を
介
し
て
特
許
出
願
と
特
許
管

理
を
行

っ
て
い
た
。

こ
の
場
合
出
願
手

数
料
、
毎
年

の
特
許
料
支
払

な
ど

は

G
E
が
直
接
負
担
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
特
許
出
願
に

つ
い
て
み
る
と
、

外
部
弁
理
士

に
依
頼
す
る
と
次

の
費
用
が
か
か
る
。
特
許
局
に
支
払
う
印

紙
代
は

一
件

に

つ
き

一
〇
円

で
、
弁
理
士
に
支
払
う
手

数
料
は
五
〇
円

で

あ

る
。
さ
ら

に
、

G
E
が
直
接
日
本
で
出
願
手
続
を
行

っ
た
場
合
、
明
細

書

が
英
文

で
あ

る
の
で
翻
訳
料

一
二
〇
円
が
加
算
さ
れ
る
。
さ
ら
に
特

許

が
登
録
さ
れ

る
と
謝
金
と
し

て

一
〇
〇
円
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
、
出
願
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注)発 明者が不明な特許は除いた。

出所)特 許明細書より作成。

図1 東 京 電 気 の 技 術 国 籍 別 特 許 出 願(1905-1938年)

だ
け

で
二
八
〇
円
か
か
る
(
8
8
)

。
こ
れ
は

一
件
あ
た
り

の
費
用
で
あ
る

の
で
、

数
百
件
出
願
す
る
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
I
G

E
C
は

「
代
理
出
願
」
契
約

に
よ

っ
て
費
用
無
し
で
日
本
特
許

の
管
理
が

可
能
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

「代
理
出

願
」
契

約
は
、
戦

間
期

に
お

い
て
I
G
E
C
が
日
本

に
お
け

る
特
許
を
効
率
的

に
維
持
、
運
営
す
る
国
際
的
特
許
管
理

の
契
約
で
あ

っ

た
。
と

い
う

の
は
、
「
代

理
出
願
」

特
許

の
実
質

の
権

利
者
は
、
契

約
に

お
い
て
も
G

E
お
よ
び

I
G
E
C

に
あ
る
と
定
め
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ

る
(
8
9
)

。

一
九

一
九
年

の
契
約
更
改
を
契
機
と
し
て
、
G
E
は
日
本
に
お
け
る

国
際
特
許
管
理
を
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ

ツ
と
同
じ
方
式
と
し
た
と

い
う
こ
と

が
言
え

る
。

3
 
東
京
電
気

の
組
織
能
力

の
発
展

「代

理
出
願
」
契
約

に
よ

っ
て
出
願
さ
れ
た
特
許

の
明
細
書

に
は
、
発

明
者
は

G
E
や
G

E
の
関
連
企
業

に
所
属
す
る
外
国
人
、
特
許
権
者
は
東

京
電
気
と
表
記
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
外
国
人
発
明

の
出
願
件
数

の

推
移
を
図
示
し
た

の
が
図

1
で
あ
る
。
図

1
は
外
国
人
発
明
と
日
本
人
発

明
特
許

の
出
願

の
伸
び
を
統

一
的

に
表
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
外
国
人
発

明
の
出
願
は

一
九

一
九
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
急
速
に
出
願
件
数
が
拡
大
し

て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
9
0
)

。

G
E
が

こ
の
よ
う
な
大
量

の
日
本
特
許

の
出
願

と
管
理
を
東
京
電
気

に
代
行
さ
せ

る
た
め

に
は
、
東
京
電
気
内
部

に
特
許

管

理
を
行
う

こ
と
が

で
き

る
だ
け

の
組
織
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

最
後

に
、
「
代
理
出
願
」

に
よ
る
国
際
特
許
管
理
を

行
う
た
め

に
G
E
が
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東
京
電
気

の
組
織
能
力
を
強
化
し
た
側
面
を
見
よ
う
。

「代

理
出
願

」
契
約
を
締

結
し
た
時
点

で
、
東
京

電
気

に
は
特

許
出
願

や
特
許
管

理
を
行
う
専

門
の
部
署
は
設
置
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
東
京
電

気

の
名
義

で
出
願

さ
れ
た
特
許
は

一
九

一
八
年
ま

で
に

一
六
件
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら

の
特
許

の

一
部

は

一
九

一
七
年
ご

ろ
か
ら
実
験
室
内
に
置
か
れ
た

特
許
担
当
者

に
よ

っ
て
出
願
処
理
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
と
き
特
許
出
願
業

務
を
行

っ
た
の
は
小
松
茂

八
で
あ

っ
た
(
9
1
)

。
小
松
は
自
ら
も
特
許
開
発
を
行

っ
て
い
た
東
京
電
気

の
技
師

で
あ

っ
た
が
(
9
2
)

、
弁
理
士
資
格
を
取
得
し
、
東

京

電
気

に
お
け

る
最
初

の
有

資
格
者

と
な

っ
た
。

し
か

し
G
E
特

許

の

「代

理
出
願

」
業
務
を

行
う
上

で
は
、

こ
の
出
願
体
制
は
不

十
分

で
あ

っ

た
。
組
織
的

に
も
実
験
室
内

で
業
務
を
行
う

こ
と
は
効
率
的

で
は
な
く
、

G
E
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
明
細
書
を
翻
訳
し
、
手
続
書
類
を
作
成
し
、
管

理
す

る
と

い
う
特
許
管

理
専

門
の
部
門

が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
。東

京
電
気

に
お

い
て
特
許
部

門
の
設
置
と
強
化
を
主
導
し
た

の
は
、
G

E
の
日
本

に
お
け
る
責
任
者

で
あ

っ
た

ゲ
ア
リ

ー
で
あ

っ
た
(
9
3
)

。
ゲ

ア
リ

ー

は
し
だ

い
に
特

許
管

理
機
能

の

一
部
を
東
京
電
気

に
行
わ
せ
る
よ
う

に
し

た
。
最
初

に
東
京

電
気

に
移
転

さ
れ
た

の
は
、
商
標
と
意
匠

の
管
理

で
あ

っ
た
。
東
京

電
気

は

一
九

一
八
年

三
月

二
五
日
に
高
岡
電
球
製
作
所

の
高

岡
久

司
郎

を
相
手

に

「第

一
三
三

一
〇
号
意
匠
登
録
無
効
審
判
請
求
」
を

特
許
局

に
提
出
し
た
(
9
4
)

。
こ

の
事
件

は
、
高

岡
の
所
有
す

る
蛙
型
装
飾
電
球

の
意
匠

が
、
東
京

電
気

が
G
E
か
ら
型
を
取
り
寄

せ

一
九

一
五
年
か
ら
製

造
し
て

い
た
も

の
と
同

一
で
あ
り

、
意
匠

は
無
効

で
あ

る
と
し
た
も

の
で

あ

っ
た
。
こ
の
事
件

で
の
請
求

人
は
東
京
電
気

で
、
代
理
人
は
小
松
と
後

に
東
京

電
気

の
特
許
課

に
所
属
す

る
こ
と

に
な

る
芝
山
岩
尾

で
あ

っ
た
。

商
標
や
意

匠

の
管
理
に
関
し
て
は

一
九

一
九
年

の

「代
理
出
願
」
契
約
以

前
か
ら
し
だ

い
に
東
京

電
気

が
行
う
よ
う

に
な

っ
た
と

い
え

る
。

G
E
は

一
九
二

一
年

に
東
京
電
気
内
部

に
社
長
直
属

の
特
許
課
を
設
置

さ
せ
た
。
特

許
課

の
設
置
も

ゲ
ア
リ
ー
の

王
導

で
あ

っ
た
(
9
5
)

。
新
た

に
設
置

さ
れ
た
特
許
課
は
、
組
織

上
研
究
所

や
工
業
部
と
は
独
立

し
た
と

こ
ろ
に

位
置
付

け
ら
れ
、
全
社

の
特
許
管
理
を
集
中
的

に
管
理
す

る
専
門

の
管
理

部
門
で
あ

っ
た
。
特
許
課
設
置
に
あ
た
り
初
代

の
特
許
課
長
と
な

っ
た

の

は
小
松
で
あ

っ
た
。
以
前
か
ら
東
京
電
気
内

で
特
許
出
願
を
担
当
し
特
許

に
精
通
し

て

い
た
小
松
を
特
許

課
長
に
据
え

る
こ
と

で
、
「
代
理
出
願
」

業
務
を
行
う

体
制
を
整
え

よ
う

と
し
た
の
で
あ

る
。

し
か

し
特

許
管

理
機

能

の
移
転

に
は

も
う

少

し
時
間

が
か

か

っ
た
。

「
代
理
出
願

」

さ
れ
た
特
許

の
代

理
人
を

み
る
と
、

一
九

二
二
年
二
月
出

願
ま
で
は
岸
清

一
と
記
載
さ
れ
て
お
り

、
こ
の
当
時

は
ま
だ
岸

が
東
京
電

気
名
義
で
G
E
特
許
を
出
願
す
る
と

い
う
体

制
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か

る
。

「
代
理
出
願

」

を
行
う

た
め

に
は
特
許

出
願
手
続

に
関
す

る
専
門
知
識

や

法
的
知
識
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
英
文

明
細
書
を
翻

訳
す

る
こ
と
も

必
要

で
あ

っ
た
。
東
京
電
気

で
は
小
松

課
長

を
責
任
者
と

し
た
特
許
課

の

人
員
と
能
力
を
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、
こ
の
準
備

に
時

間
が
か
か

っ

た
。
特
許
明
細
書

に
記
載
さ
れ
て

い
る
代

理
人
は
、

一
九

二
二
年

三
月
出

願
以
降
か
ら
小
松
茂
八
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
特
許

課
に
よ
る

「代
理
出

願
」
業
務

は
こ

の
時
点
か
ら

開
始

さ
れ
た
と

い
え

る
。
「
代
理
出
願
」
契
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約
か
ら

三
年
後
、
特

許
課
設

置
か

ら

一
年
後

に
、
小
松
課
長

の
も

と

で

「代

理
出
願

」
が
開
始

さ
れ
、
こ

こ
に
G
E
が
東
京
電
気

の
特
許
管

理
機

能
を

と
お
し
て
日
本
特
許
を
管

理
す

る
体
制
が

一
応
完
成
し
た
。

「代

理
出
願

」

に
よ

る
国
際
特
許
管

理
は
順
調

に
進
む
か

に
見
え
た
。

し
か
し

一
九

二
三
年
九
月

一
日
の
関
東
大
震
災

に
よ
り
東
京
電
気

の
建
物

が
倒
壊

し
、
小
松
は
震
災

の
犠
牲
者
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
(
9
7
)

。
小
松

の
後
任

と
な

っ
た
の
は
芝
山

で
あ

る
(
9
8
)

。
芝
山

は
前
出

の
意
匠
事
件
で
小
松
と
共
同

で
東
京

電
気

の
代
理
人
を
務

め
て

い
た
が
東
京
電
気

の
社
員

で
は
な
か

っ

た
(
9
9
)

。
芝

山
は
震
災
後

の

一
九

二
三
年

一
〇
月

二
九
日

に
事
務
所
を
東
京
電

気
社
内

に
移
転

さ
せ
て
お
り
、

こ
の
時
点

で
東
京
電
気

へ
入
社
し
た

こ
と

が
わ
か
る
(
1
0
0
)

。
芝
山
は
小
松

の
後
を
受
け

て

一
九

二
三
年
か
ら
約

一
年
間
特

許
課
長
を
務

め
た
。

関
東
大
震
災

が
あ

っ
た
も

の
の
次
第

に

「代
理
出
願
」
数
が
増
加
し

て

ゆ
き

、
同
時

に
特
許
部

が
研
究
所
を
中
心
と
し
た
社
内
提
案
を
特
許
出
願

す
る
件

数
も
増
大

し
て

い
っ
た
。
増
大
す

る
業
務
を
処
理
す
る
た
め

に
は
、

特
許
課

の
能
力
を
大
幅

に
拡
充
す

る
必
要
が
あ

っ
た
。
東
京
電
気
は
、

一

九
二
三
年

に
特
許
局
技
師

で
あ

っ
た
藤
井
隣
次
を
入
社
さ
せ
、
翌
年
特
許

課
長

と
し
た
(
1
0
1
)

。
藤
井

は
特
許
局
技
師
と

し
て
、
直
前
ま

で
G

E
の

一
連

の

タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
裁
判

の
審

理
に
関
わ

っ
て

い
た
(
1
0
2
)

。
特
許
行
政

に
詳
し

く
同
時
に
G
E
の
特
許
裁
判

に
関
係

し
た
藤
井
を
特
許
課
長
と
し
た

こ
と

で
、
戦
間
期

の

「代

理
出
願
」

に
よ
る
国
際
特
許
管
理

の
機
能
が
完
全

に

東
京

電
気

へ
と
移
転

さ
れ
た
と

い
え

る
。

五
 

結

論

本
稿

の
最
初
に
述
べ
た
三

つ
の
課
題
に
沿

っ
て
結
論
を
述

べ
れ
ば

、
次

の
よ
う

に
な
ろ
う

。

第

一
の
課
題
は
第

一
次

大
戦
期
ま

で
の
G
E
の
特
許
管
理
活
動
を

明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
G
E
は

一
九

〇
五
年

に
東
京
電
気
と
特
許
協

定
を
締
結
し
、
東
京

電
気

の
活
動
を
媒
介

し
て
電
球
分

野
に
お
け

る
対

日

事
業
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
第

一
次
大
戦
期
ま

で
は
東
京
電
気

は
G
E

か
ら
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え

ら
れ
る
製
造

工
場
と

い
う
位
置
付
け

で
あ

っ
た
。
G
E
は
日
本
特

許
を
自

ら
が
管

理
し
、

G
E
自
身
が

タ
ン
グ
ス
テ

ン
特
許
裁
判
を
行

い
、
日
本
電
球
産
業

の
東
京
電
気

へ
の
集
中
を
果

た
し

た

の
で
あ
る
。
従
来

電
球

産
業
の
集

中
は
東
京
電
気

が
主
導

し
た
と

述
べ

ら
れ
て
き

て

い
る
が
、
実
際
に
は
G
E
が
集
中
を
進

め
た

の
で
あ
り

、
東

京
電
気
に
よ
る
産
業
集

中
で
は
な
か

っ
た
。

第
二

の
課
題
は
、
戦
間
期
に
お
け
る
G
E
の
国
際
特
許
管
理
を

「代
理

出
願
」
契
約
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
第

一
次
大
戦
後

に
I

G
E
C
が
締
結
し
た
東
京

電
気
と
の
特

許
協
定

に
は

、
東
京
電
気

が
G
E

の
特
許
を
自
ら

の
名
義

で
日
本
の
特

許
局
に
出
願

し
て
も

よ
い
と

の
規
定

が
あ

っ
た
。
こ

の

「
代
理
出
願
」
契

約
は
、
G
E
の
日
本
特
許
を
東
京
電

気
に
管
理
さ
せ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
G
E
は
B
T
H
、
A
E
G
と

は
以
前

か
ら
同
様

の
契
約
を
締

結
し
て

い
た
が
、

一
九

一
九
年
以
降
は
東
京
電
気

と
も
同
様

の
契
約
を
締
結
し
、
戦
間
期
に
は
世
界
的
な

「代
理
出
願
」
契

約
網
が
作
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
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第

三
の
課
題
は

一
九

二
〇
年
代
初
頭

に
お
け

る
特
許
管
理
機
能

の
移
転

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
東
京
電
気

に
G
E
特
許

の

「
代
理
出

願
」
業

務
を
行
わ
せ
る
た
め
に
は
、
東
京
電
気

の
特
許
管
理
組
織
を
立
ち

上
げ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
G
E
を
代
表
す

る
ゲ

ア
リ
ー
は

一
九

二

一
年

に

社
長
直

属

の
特
許
部
門
を
設
立

し
、
さ
ら
に
人
事

の
面

で
も

タ
ン
グ
ス
テ

ン
特
許
裁
判
に
関
係
し
た
特
許
局
技
師

で
あ

る
藤
井
を

ス
カ
ウ
ト
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
、
特
許
課
を
強
化

し
た
。
藤
井
は
東
京
電
気

が
芝
浦
製
作
所

と
合
併
す
る
ま
で
特
許
課
を
率

い
、
G
E
の
国
際
特
許
管

理
に
役
割
を
果

た
し
た
。

付

記

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応

じ
て

い
た
だ

い
た
元
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会

社
常
務
取
締
役

関
晴
雄
様

、
元
同

社
特
許
部
長
小
津
厚

二
郎
様
、
元
同
社
特
許
部

(知

的
財
産
部

)
技
監
高

橋
甫
様
、
資
料
調
査

に
便
宜
を
図

っ
て

い
た
だ

い
た
(株)
東
芝

、
大

阪
府
立

関
西
特
許
情
報
セ

ン
タ
ー
、
及
び
日
本
弁
理
士
会

大
阪
支
部
の
方

々
に
、

記
し

て
感
謝
し
ま
す
。

(1
)
 
板
垣
博

「
一
九
二
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
電
機
産
業
の
海
外
進
出
-
G
E
の
海

外
進
出
と
世
界
市
場
」
『国
民
経
済
』
第

一
三
六
号
、

一
九
七
七
年
。
安
保

哲
男

『戦
間
期
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
七
年
。

吉
田
正
樹

「
一
八
八
〇
年
代
か
ら

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
電
機

産
業
の
海
外
進
出
」
『三
田
商
学
研
究
』
第
三
〇
巻
第
二
号
、

一
九
八
七
年

六
月
。
同

「ア
メ
リ
カ
お
よ
び

ド
イ

ツ
電
機
産
業

に
お
け

る
カ
ル
テ
ル
形
成

と
そ
の
国
際
化
に

つ
い
て
-
戦
前

の
G
E
を
中
心

に
見
た
特
許
支
配
と
カ

ル

テ
ル
に
よ
る
市
場
統
制

-
」

『三
田
商
学
研
究
』
第
三
〇
巻
第
四
号
。

(2
)
 
林
倬
史

『多

国
籍
企
業

と
知
的
所
有

権

-
特
許
と
技

術
支
配

の
経

済
学

-

』

森
山
書
店
、

一
九

八
九
年
。

(3
)
 
特
許
管
理
は

「企
業

が
利
潤
の
獲
得
を
な
す

の
に
最
も
適
切
な
効
果
を
生

む
よ
う
に
特
許
制
度
を

利
用
す

る
こ
と
を

目
的
」

に
行
わ

れ
る
も

の
で
あ
り
、

一
般
的

に

「自
己

お
よ
び
他
人

の
所
有
す

る
多
く

の
特
許

(p
ate
nts)
と
、

自
己
お
よ
び
他
人

の
生
産
物

(p
rod
u
cts
)
と

の
関
係
を
、

一
定

の
経
営
政

策

(p
olic
y)
と

こ
れ
を
実
現
す

る
た

め

の
周
到
な
計

画

(p
lan
)
と

に
基

づ

い
て
適

切
に
処
理
し
、
以

っ
て
最
終

目
的
た

る
利

潤

(p
rofit
)

の
確
保

を
計
る
管
理
方
式
」
と
定
義

さ
れ
る
。
井

上

一
男
編
著

『特
許
管
理
』

工
業

所
有
権
実
務
双
書
、
有
斐
閣
、

一
九

六
六
年

、
三
、
六
ペ
ー
ジ
。

(4
)
 
第

二
次
大
戦
以
前
に
お
け
る
東
京

電
気

と
G
E
と

の
関
係

を
論
じ
た
先
行

研
究

に
は
主

に
次

の
も

の
が
あ
る
。
藤

原
貞

雄

「
わ
が
国
電
機
産
業

に
対
す

る
直

接
投

資

-
第

一
次

大
戦
前

の
場

合

-
」

『経
済

論
叢
』

第

一

一
〇
巻

一
・
二
号
、

一
九
七
二
年
七
月
。
同

「わ
が
国
電
機
産
業

に
対
す
る
直
接
投

資

-

一
九
二
〇
年
代
初
頭

の
場
合

-
」

『経
済
論

叢
』

第

一
一
一
巻
三
号

、

一
九

七

三
年

三

月
。

一
寸
木

俊
昭

『日
本

の
企
業
経
営

-
歴
史
的
考
察

-』
法
政
大
学

出
版
局
、

一
九
九

二
年
。
林
義
勝

「電
気
産
業
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
技

術

導

入
-
世
紀
転
換
期
も
う

一
つ
の
日
米
関
係

-
」

『駿
台
史
学
』
第
六

一
巻

、

一
九

八
四
年
三
月
。
長
谷

川
信

「技

術
導
入
か
ら
開
発

へ
」、
由
井
常
彦

・

大
東
英
祐
編

『大
企
業
時
代

の
到
来
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
。
同

「大
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論 文

倉
組

の
電
気
機
械
ビ
ジ
ネ

ス
と
A
E
G
の
対

日
戦
略

-
第

一
次
大
戦
以
前

に

お
け
る

G
E
の
特
許
戦
略
と

の
関
係
で
-

」

『青
山
経
営
論

集
』
第
三
〇
巻

一
号
、

一
九
九
五
年
七
月
。
同

「外
資
系

企
業

の
経
営
発
展
と
組
織
能
力

-

東
京
電
気

の
事

例
分
析

-
」

『青
山
経
営
論
集
』
第

三
〇
巻

三
号
、

一
九
九

五

年

一

一
月

(5
)
 
竹
内
宏

『電
気
機
械
工
業
』
東
洋
経
済
新
報
社

、

一
九
六
七
年
、

一
一
二

-

二

七

ベ
ー
ジ
。

(6
)

(7
)
 
特
許
庁

『
工
業

所
有

権
制
度
百
年
史

(上
巻
)』

一
九

八
四
年
、
六
六

二

-
六
六
八

ペ
ー
ジ
。
富
田
徹
男

「特
許
に
よ
る
技
術
移
転

の
功
罪

(技
術

・

文
化

・
知
的
所
有

権
二
八
)」

通
商
産
業
調
査
会

『特

許

ニ
ュ
ー

ス
』

一
九

九

八
年
六

月

五
日
。
同

「知
的

所
有
権
」
、

中
岡
哲

郎

・
鈴

木
淳

・
堤

一

郎

・
宮
地
正
人
編

『新
体
系

日
本
史

一
一

産
業
技
術
史
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
、
四
五
五
-
四
六

一
ペ
ー
ジ
。

(8
)
 
長
谷
川

「技
術
導

入
か
ら
開
発

へ
」
、
同

「外
資
系
企
業

の
経
営
発
展
と

組
織
能
力
」。

(9
)
 
『特
許
公

報
』

お
よ
び

『特
許

発
明
明
細
書
』

に
記
載
さ

れ
て

い
る
特
許

明

細

書

は

現

在

特

許

庁

が

運

営

す

る

特

許

電

子

図

書

館

に
よ

っ
て
閲
覧

可
能

で
あ

る
。

ま
た
本
稿

で
は

ア
メ
リ
カ
特

許
の
調
査
を
行

う

に
あ

た
り
U

S
P
T
O

の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
利
用

し
た
。

(10
)
 
二
〇
〇

一
年
五
月
二
三
日
、
東

京
。
以

下
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
記
す
。
関
晴
雄

氏
は

一
九

四
〇

(昭
和

一
五
)
年

入
社
、
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
本
社
第

二
部

に
配
属
さ
れ
、

一
九
四
三

(昭
和

一
八
)
年

特
許
協

約
部
設
立
と
同
時

に
同
部
協
約
課
に
転
属
、
そ

の
後
外
国
企
業
と
の
契

約
関
係
に
長

ら
く
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
。

(11
)
 
特
許
庁
、
前
掲
、

一
五
〇
-

一
五

一
ペ
ー
ジ
。

(12
)
 
同
上
、
二
〇
二

-
二
〇
五

ペ
ー
ジ
。

(13
)
 
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編

『知
的
所
有
権
』
大

蔵
省
印

刷
局

、

一
九
八

七
年
、
七
三
-
七
四

ペ
ー
ジ
。

(14
)
 
特
許
庁
、
前
掲
、

一
八
四
-

一
九

一
ペ
ー
ジ
。

(15
)
 
本
稿

で
特
許
出
願
件
数
を
計
算
す
る
場
合
、
最
終

的
に
特

許
登

録
さ
れ
た

特
許

の
出
願

の
み
を
含
め
る
。
出
願
さ
れ
て
も
審
査

の
過
程

で
拒

絶
さ
れ
た

特
許
は
、
技
術
開
発

の
点
か
ら
も
有
効
な
発
明
と

は
み
な
さ
れ
な

い
か
ら
で

あ
り
、

い
わ
ば
有
効
な
特
許
出
願

の
み
を
特

許
出

願
件
数

と
す

る
。

(16
)
 
特
許
第
九
九
九
号
明
細
書
。

(17
)

エ
ジ

ソ
ン
特
許

の
失
効

に

つ
い
て
は

(18
)
 
特
許
第
五
二
八
九
号

「白
熱
電
気
燈
用
燈
沁
」

(
一
八
九
九
年
出
願
)
、
六

〇

五

一
号

「
『ね
る

ん
す

と
』
式

白
熱
電
燈
球
」

(
一
九
〇

一
年

出
願
」、

六

二
五
五
号

「改
良

『ネ

ル
ン
ス
ト
』

式
白

熱
電
燈
球
」

(
一
九
〇
二
年
出
願
)。

(19
)
 
特
許
第
六

一
三
九
号

「白
熱
電
燈

用
炭
化
物

繊
緯
製
造
法
」

(
一
九

〇
〇

年
出
願
)、

六
四
二
六
号

「白
熱
電
燈
用
炭
化

『ふ

い
ら
め
ん
と
』

製
造
法
」

(
一
九

〇
二
年
出
願
)
。

ご。

(20
)
 
特
許
第

八
九
七

八
号

「繊
條
製
造
法

の
改

良
」、

一
一
七
〇
七
号

「白
熱

電
燈
用
繊
條
」、

一
一
八
二
二
号

「白
熱
電
燈
繊
條
用
炭
素
」

(い
ず

れ
も

一

九
〇
四
年
出
願
)。

(21
)
 
特
許
第

一
〇

八

一
六
号

「導

電
体
」

(
一
九

〇
六
年
)
、

一
二

三
七
二
号
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「白

熱

電

燈

用

繊

條

製

造

法

」

(
一
九

〇

七

年

出

願

)
、

一
六

七

九

六

号

「白

熱

電

燈

用

繊

條

」

(
一
九

〇

七
年

出
願

)
、

二

一
五

七

六

号

「
発

熱

単

位

又

は

白

熱

電

燈

用

と

し

て
繊

條

又

は
抵

抗

物

を

製

造

す

る
方

法

」

(
一
九

〇

九

年

出

願

)
。

B
r
ig
h
t
,
 op
.
 cit.,
 pp
.
 1
9
8
-
2
0
0
.

(
22
)
 
B
r
ig
h
t,
 op
.
 cit.,
 pp
.
 1
8
4
-
1
8
6
.

(
23
)
 
I
b
i
d
.,
 pp
.
 1
8
6
-
1
8
7
.

(
24
)
 
I
b
i
d
.,
 p.
 1
9
1
.

(
25
)
 
飯

田
幸

郷

『外

国

特

許

出

願

の
実

務

』

発

明

協

会

、

一
九

九

八

年

、

五

一

-
六

一
ペ

ー
ジ

。

(
26
)
 
B
r
ig
h
t
,
 op
.
 cit.,
 pp
.
 1
9
1
-
1
9
2
.

(
27
)
 
U
S
 
P
a
te
n
t
 N
o
.
1
,0
1
8
,5
0
2
.,
 “
In
c
a
n
d
e
s
c
e
n
t
 B
o
d
ie
s
 
fo
r
 
E
le
c
t
r
ic
 

L
a
m
p
.”

(
28
)
 
B
r
ig
h
t
,
 op
.
 cit.,
 p.
 1
9
3
.

(
29
)
 
Ib
i
d
.,
 pp
.
 1
8
7
-
1
8
9
.

(
30
)
 
特

許
第

一
〇

一
四

八
号

明

細

書

。

特

許

第

一
〇

八

七

七

号

明

細

書

。

(
31
)
 
特

許
第

一
〇

八

〇

七
号

明

細

書

。

(
32
)
 
特

許

第

一
〇

八

三

〇

号
明

細

書

。

(
33
)
 
特

許

第

一
三

六

一
二

号
明

細

書

。

(
34
)
 
B
r
ig
h
t
,
 op
.
 cit.,
 pp
.
 1
9
4
-
1
9
6
.

(
35
)
 
U
S
 P
a
t
e
n
t
 N
o
.
1
,0
8
2
,9
3
3
.,
 “T
u
n
g
s
te
n
 a
n
d
 M
e
th
o
d
 o
f
 M
a
k
in
g
 th
e
 

S
a
m
e
 fo
r
 U
s
e
 a
s
 F
ila
m
e
n
t
s
 o
f
 In
c
a
n
d
e
s
c
e
n
t
 E
le
c
t
r
ic
 L
a
m
p
s
 a
n
d
 fo
r
 

O
t
h
e
r
 P
u
r
p
o
s
e
s
.”

(
36
)
 
特

許

第

二

〇

八

九

四

号

明
細

書

。

(
37
)
 
特

許

第

一
八

九

六

一
号

明
細

書

。

(
38
)
 
「
特

許

第

一
八
九

六

一
号

無

効

審

判

請

求

書

」

(請

求

人
大

島

辰

之

助

、

被

請

求

人

ゼ
ネ

ラ

ル

・
エ
レ

ク

ト

リ

ッ
ク

・
コ
ム

パ

ニ
ー

、

一
九

一
七

年

一
月

一
九

日

、
審

判

三

四

四

二
号

)
、

渡

邊

二
郎

編

『
「
タ

ン

グ

ス

テ

ン
」

特

許

電

球

問

題

』
、

一
九

二

〇
年

、

第

五
節

、

一
-
四

ペ

ー
ジ

。

こ

の
資

料

は

渡

邊

二
郎

が

一
連

の

タ

ン

グ

ス

テ

ン
特

許

裁

判

の
請

求

書

、

弁

駁

書

、

反

駁

書

な

ど
当

事

者

間

で

や
り

取

り

さ
れ

る
裁

判

資

料

を

編

纂

し

注

釈

を

加

え

た

も

の

で
あ

る

。

編
者

は
東

京

高

等

商

業

学

校

を

大

正

五
年

に
卒

業

、

商

学

士

の
学

位

を

持

ち

、
大

正

一

一
年

に

は
横

浜

電

気

工
業

株

式

会

社

(現

メ
ト

ロ
電

気

工
業

株

式

会

社

)
取

締

役

及
び

支

配

人

、

東

洋

電

球

株

式

会

社

(
東

京

府

北

豊
島

郡

巣
鴨

町

)
相

談

役

で
あ

っ
た

。

裁

判

資

料

は

東

洋

電

球

に
所

属

し

て

い
た
大

島

(
注

(
70
)

も

参

照

)

よ

り

入

手

し
た

も

の

で
あ

る
と

考

え

ら

れ

る

。

工

業

之

日

本
社

『
日
本

工
業

要

鑑

』

大

正

一

一
年

度

用

。

東

京

高

等

商

業

学

校

『
東

京
高

等

商

業

学

校

一
覧

』
、

大

正

五

年

、

一
四

四

ペ
ー

ジ

。

(
39
)
 
特

許

第

一
八

九

六

一
号

明
細

書

。

(
40
)
 
特

許

第

一
〇

八

三

一
号

明
細

書

。

(
41
)
 
同

上

。

(
42
)
 
B
r
ig
h
t,
 op
.
 ci
t.,
 p
p
.
 2
3
8
-
2
3
9
.

(
43
)
 
I
b
id
.,
 p
p
.
 2
4
4
-
2
4
6
.

(
44
)
 
S
to
c
k
in
g
,
 G
.
W

.,
 M
.
W

.
 W

a
t
k
in
s
,
 C
a
rte
ls
 in
 A
c
tion
:
 C
a
se
 S
tu
d
ies
 

in
 In
te
r
n
a
tion
a
l
 B
u
s
i
n
e
s
s
 D
ip
lo
m
a
cy
,
 T
h
e
 T
w
e
n
t
ie
th
 C
e
n
tu
r
y
 F
u
n
d
,
 

1
9
4
6
,
 pp
.
 3
1
8
-
3
2
0
.

(45
)
 
Ib
id.,
 p.
 31
6
.吉

田
正
樹

「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ド
イ

ツ
電
機
産
業

に
お
け

る
カ

ル
テ
ル
形
成
と
そ
の
国
際
化

に

つ
い
て
」、
五
八

ペ
ー
ジ
。

(46
)
 
Ibid.,
 pp
.
 31
6-
3
1
7
.

(47
)
 
「
…
独
逸
国

の

『
ア
ル
ゲ

マ
イ
ネ
』
会
社
、

『ジ
ー

メ
ン
ス
』
会

社
、

『ガ

ス
グ
リ

ュ
ー
リ
ヒ
ト
』

会
社
…
等

世
界

一
流

の
電
球
会
社

は
盡
く
皆
現
在

に

於

い
て
被
請
求
人

の
承
認
を
経
て
本
件
特

許

の
実
施
権
を
獲

得
し
本
件
特
許

明
細
書

に
記
載
す
る
方
法
を
以
て
特

許
の
電
球
繊
條
を

製
作

し
之
に
依

て
電

球
を
製
造
す
る
も

の
な
り
…
」
(「特

許
第

一
八
九
六

一
号
無

効
審
判
請
求
事

件
」
、
G
E
側
反
駁
書
、

一
九

一
七
年

五
月

二

一
日
)
、
渡
邊
、
前
掲
、
第

五

節
、

二
五

ペ
ー
ジ
。

(48
)
 
特
許
第

一
三
六

一
二
号
は

一
九
〇
九
年

八
月
二
七
日
に
譲
渡
登
録

さ
れ
て
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い
る
。
特
許
局

『特
許
公
報
』

一
三
八

一
号
、

一
九
〇
九
年
九
月
二
二
日
。

ま

た
、
第

一
〇
八
〇
七
号
と
第

一
四
七
四
六
号
は
九
月
二
八
日
に
譲
渡
登
録

さ
れ
て
い
る
。
同
、

一
三
九

一
号
、

一
九
〇
九
年

一
〇
月

一
五
日
。
な
お
、

第

一
四
七

四
六
号

の
名
称
は

「白
熱
電
気
燈

ノ
金
属
焙
支
持
装
置
」。

(
49
)
 
一
九

〇
九
年

に
G
E
は

ク
ツ
エ
ル
の
ア
メ
リ
カ
特
許
を
二
四
万
ド

ル
で
買

収

し
た
。

B
rig
h
t,
 op
.
 cit.,
 p.
 19
3
.

(
50
)
 
H
aseg
aw
a
,
 op
.
 cit.,
 pp.
 16
6
-
16
7
.

(
51
)
 
G
E
と

A
E
G

の
交
渉

に
つ
い
て
は
、
長
谷
川

「大
倉
組

の
電
気
機
械
ビ

ジ
ネ

ス
と

A
E
G

の
対
日
戦
略
」
を
参
照
し
た
。

(
52
)
 
同
上
、

一
四
-

一
五

ペ
ー
ジ
。

(
53
)
 
同
上
、

一
七

ペ
ー
ジ
。

(
54
)
 
警
告
書

に
つ
い
て
は
、
渡
邊
、
前
掲
、
第
二
節
、
四
-
五

ペ
ー
ジ
。

(
55
)
 
日
本
電
球

工
業
会

『日
本
電

球
工
業
史
』、

一
九
六
三
年
、

五
三

-
五
六

ペ
ー
ジ
。

(
56
)
 
独
自

の
特
許
を
企
業
化
し
た
も

の
は
次

の
通
り
。
電
光
舎

(石
崎
千
代
吉

、

杉
山
繁
太
郎
-

第
八
八
九
二
号
)、
大
阪
電
球

・
錦
商
会

(河
村
春
太
郎

第

一
〇

八
八
七
号
、
第

一
九

八
六

一
号
、
第

二
〇
七

三
八
号
。
難

波

(井
上
)
守

第

一
二
三
七
七
号
。
今
澤
精

一
郎
-

第

一
七

五
七

五
号
、

第

一
八

一
九
五
号
)
、
東
京

電
球
製
作
所

(伊
藤

隆
三
郎

第

二
〇
六
四

八
号
)
、

エ
ム
電
球
製
作

所

(
の
ち

に
三
平
株
式

会
社
。
松
本
直

ほ
か
-

第

二
〇
九
二
七
号
、
第
二
〇

二
四
三
号
)
な
ど
。

(
57
)
 
安
井
正
太

郎
編

『東
京
電
気
株

式
会

社
五
十
年
史
』
、

一
九

四
〇
年

、

一

三
五

-

一
三
七

ペ
ー
ジ
。

(58
)
 
日
本
電
球
工
業
会
、
前
掲
、
六
七
-
七
〇

ペ
ー
ジ
。

(59
)
 
後
に
述

べ
る
よ
う
に
岡
本
宜
美

の
特
許
は
イ
ギ
リ
ス
人

エ
ル
ン
ス
ト

・
ア

ウ
グ

ス
ト

・
ク
リ

ュ
ー
ゲ

ル
の
発
明
を
岡
本
が
日
本
で
出
願

し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
て

い
る
。

(60
)
 
タ

ン
グ

ス
テ
ン
特
許
訴
訟

の
始
ま
り
は

一
九

一
四
年

一
月

一
六
日
に
西
本

貫
が
G
E
に
対
し
て

「特

許
第

一
〇
八
三

一
号
無
効
審
判
請
求
」
を
特
許
局

に
提
出
し
た
こ
と

に
始

ま
る
。
渡
邊

、
前
掲
、
第

一
節
、

一
-
二
ペ
ー
ジ
。

最
終

的
に
特
許
局

は
西
本

の
請
求
を
棄
却

し
た
が
、

G
E
は

一
九

一
六
年
六

月
に
こ
の
特
許
を
放
棄

し
、
実
質
的

に
終
了
さ
せ
た
。

G
E
が
第

一
〇
八
三

一
号

を
放
棄

し
た

の
は
他

の
訴
訟
を
進

め
や
す
く
す

る
た
め

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

(61
)
 
同
上
、
第

二
節

、

一
一
-

一
五
ペ
ー
ジ
。

(
62
)
 
同
上
、
第

二
節
、

一
-
三
ペ
ー
ジ
。

(
63
)
 
同
上
、
第

三
節
、

一
-
四
ペ
ー
ジ
。

(
64
)
 
同
上
、
第

四
節
、

一
-

一
二
ペ
ー
ジ
。
同
、
第
八
節
、

一
-
九

ペ
ー
ジ
。

(
65
)
 
同
上
、
第
七
節
、

一
-
九

ペ
ー
ジ
。

(
66
)
 
こ
の
あ
と

さ
ら

に
G
E
は
大

日
本
電
球

に
対
し

一
九

一
八
年

一
二
月
九
日

に

「特
許
第

二
〇
八
九

四
号
権
利
範
囲
確
認
審
判
請
求
」
を
提
出
し
、
大
日

本
電
球
も
翌

三
月

一
九

日
に

「特
許
第

二
〇
八
九
四
号
無
効
審
判
請
求
」
を

提
出

し
た
。
同
上
、
第

一
〇
節
、

一
-

一
三

ペ
ー
ジ
、
第

一
一
節
、

一

-
一

一
ペ
ー
ジ
。

(
67
)
 
同
上
、
第
九
節
、

一
-
六

ペ
ー
ジ
。

二

一
-
二
七

ペ
ー
ジ
。

(
68
)
 
同
上
、
第
六
節
、

一
ペ
ー
ジ
。

(
69
)
 
同
上
、
第
六
節
、

二
-
五
ペ
ー
ジ
。

(
70
)
 
ほ
か
に
も
当
時
大
島
電
気

工
務
所
主

で
あ

っ
た
大
島
辰
之
助
が

一
九

一
七

年

一
月
に
G
E
に
対

し
て

「特

許
第

一
八
九
六

一
号
無

効
審
判
請
求
」

(審

判
第

三
四
五
二
号
)
を
特
許
局

に
提
出
し
た
。
他

の
特
許
訴
訟
と
同
時
に
審

理
が
行
わ
れ
た
が
、

一
九

二
〇
年
四
月

二
二
日
に
審
判
請
求
資
格
な
し
と

の

理
由

で
審
判
請
求
却

下
の
審
決
が
出
さ
れ
た
。
渡
邊
、
同
上
、
第
五
節
、

一

-
五
ペ
ー
ジ
、
同
、
結
論
、

一
五

-

一
七

ペ
ー
ジ
。
そ

の
後
大
島
は

一
九
二

二
年

に
は
東
洋
電
球
株
式
会
社
に
所
属
し

て
い
た
。
工
業
之
日
本
社
、
前
掲
。

(
71
)
 
岸

同
門
會

『岸
清

一
傳
』
、

一
九

三
九
年

、
九
七

ペ
ー
ジ
。
渡
邊

、
前

掲
、

第
三
節
、
五

ペ
ー
ジ
。
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(
72
)
 
渡
邊

、
前
掲
、
第

三
節
、
九

-
二
〇

ペ
ー
ジ
。

(
73
)
 
安
井

、
前
掲
、

一
六
二
ペ
ー
ジ
。

(
74
)
 
渡
邊

、
前
掲

、
第
七
節
、

二
九
九

-
三
三
〇

ペ
ー
ジ
。

(
75
)
 
同

上
、
結
論
、

一
-

一
一
ペ
ー
ジ
。
安

井
、
前

掲
、

一
六

二

-

一
六
三

ペ
ー
ジ
。

(
76
)
 
安
井

、
同
上

、
九
九

、

一
一
三

-

一
一
四

ペ
ー
ジ
。
林
義
勝
、
前
掲
、
六

五
ペ
ー
ジ
。

(
77
)
 
U
ch
ida
,
 op.
 cit.,
 pp
.
 15
5
-
1
5
7
.

(
78
)
 
岸

は

一
八
九
九
年
末

に
お
け

る
特
許
代
理
業
者

一
三
八
名

の
う
ち

の

一
人

で
あ

り
、
ま

た
外

国
人
特
許
を
取
扱
う
専
門
家
と
し

て
も
有
名

で
あ

っ
た
。

岸

は
日
本

の
外
資
導

入
を
主
張
す

る
と
と
も

に
、
実
際

に
外
資
導
入
を
斡
旋

し
た
。
た
と
え
ば
村
井

兄
弟
商
会
と

ア
メ
リ
カ

ン

・
タ
バ
コ
の
提
携

の
斡
旋

も
岸

が
行

っ
た
も

の
で
あ

る
。
岸
同
門
會
、
前
掲
、
三
六

一
-
三
六
三

ペ
ー

ジ
。

(
79
)
 
拙

稿

「I
G
E

C
の
事
業

部
化
と
国
際
戦
略

の
転
換
」

『経
営

史
学
』
第

三
五
巻
第
三
号

、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
、
六
〇

-
六

二
ペ
ー
ジ
。

(
80
)
 
安

井
、
前
掲

、
二
八
八
ペ
ー
ジ
。

(
81
)
 
I
G
E
C
と
芝
浦

製
作
所
と

の

「代

理
出
願
」
契
約

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「外
国
技
術

の
導
入
と
特
許
部
門

の
役

割
-

芝
浦
製
作
所

に
お
け
る
特
許

部

門

の
設
立
と
展

開
-

」
『国
民
経

済
雑
誌
』

第

一
八
六
巻

第
四
号
、

二

〇
〇
二
年

一
〇
月
を
参

照
。

(
82
)
 
G
E
が
保
有

す
る
特
許
技
術

は
、

G
E
自
身
が
開
発

し
た
も

の
の
他

に
企

業

間
協
定
に
よ

っ
て
G
E
の
所
有
と
な

っ
た
特
許
技
術
も
含
ま
れ

て
い
る
。

(
83
)
 
P
rin
cip
al
 A
g
reem
e
nt
 be
tw
een
 Intern
atio
n
al
 G
en
eral
 E
lec
tric
 

C
om
pa
ny
,
 In
co
rpo
rate
d
 a
nd
 T
ok
y
o
 S
h
ib
au
ra
 D
en
k
i
 K
ab
us
hik
i
 

K
a
ish
a,
 Octo
be
r
 12
,
 19
3
9
,
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
G
H
Q
/
S

C
A
P
資
料

、

C
P
C
-
0
4
5
1
1
,
 04
5
1
2
.

(
84
)
 
入
社
直
後

に
G
E
お
よ
び

I
G
E
C
と
東
京
電
気

、
芝
浦
製
作
所
、
東
京

芝
浦

電
気

と
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
契
約
書
を
読
ま
れ
た
関
氏
も

こ
れ
を
確
認

し
て

い
る
。
関
氏

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

(85
)
 
関
氏
、
小
津
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

(86
)
 
こ
の

一
ド
ル
の
意
味

は

「対
価
無
く
し

て
契
約
は
成
立
し
な

い
」
と

の
理

由
か
ら
契
約
の
有
効
性
を
主
張
す

る
た
め

の
も

の
で
あ

る
。
関
氏
か
ら

の
ヒ

ア
リ
ン
グ
。

(87
)
 
関
氏
、
小
津
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

(88
)
 
弁
理
士
会

『弁
理
士

制
度

一
〇
〇
年
史
』
、

二
〇
〇

〇
年

、
五
二
-
五
三

ペ
ー
ジ
。
現
在
、
外

国
文

に
よ
る
出
願

の
場
合

は

一
〇
〇
ワ
ー
ド

で
三
、
〇

〇
〇
円
か
ら
四
、
〇
〇
〇
円
の
翻
訳
料
が
必
要

で
、
明
細
書

の
量

に
も
よ
る

が
、
特
許
出
願

一
件
あ

た
り
の
翻
訳
料
は

六
〇
万
円
か
ら

一
〇
〇
万
円

に
な

る
。

(89
)
 
前
出

一
九
三
九
年

一
〇
月

一
二
日
付
け

I
G
E
C
-
東
京
芝
浦
電
気
協
定

に
お

い
て
も
、
第
三
章
第

七
節

で
、
契
約

が
失
効
し
た
と
き

に
は

「代
理
出

願
」
特

許
を
す

べ
て
I
G

E
C

に
返

却
す

る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て
お

り
、

「代

理
出
願

」
特
許

の
究
極
的
な
所
有
権

は
東
京
電
気

に
あ
る

の
で
は
な
く
、

I
G
E
C
に
あ

っ
た
と

い
え

る
。
関
晴
雄
氏
も

こ
れ
を
確
認

し
て
い
る
。
関

氏
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

(90
)
 
一
九

一
四
年
に
二
件

の
外
国
人
発
明

の
技

術
が
東
京
電
気
名
義

で
特
許
出

願
さ
れ

て
い
る
が
、
本
稿
で
述
べ
る

「代

理
出
願
」

に
よ
る
も

の
で
は
な

い
。

拙
稿

「第

一
次
大

戦
以
前
に
お
け
る
東
京

電
気

の
技
術
開
発
と
特
許
管

理
」

『経
済
論
叢
』
第

一
七

〇
巻
第
五

・
六
号
、

二
〇
〇
二
年

一
一

・
一
二
月
。

(91
)
 
こ

の
時
代

の
特
許
明
細
書
に
は
代

理
人
の
記
載

の
無

い
も

の
が
多

い
が
、

一
九

一
七
年

五
月

一
六
日
出
願

の
特
許
第

三

一
三
六
八
号

「電
流
制

限
器
」

(発

明
者
大

久
保
増
蔵
)
、
同
年

一
二
月

二

一
日
出
願

の
第
三

三
二
八
四
号

「硝
子
絲
製
造
機
械

」

(発
明
者
山
崎
升
彦

)
の
代
理
人
は
小
松

で
あ

っ
た
。

(92
)
 
特
許
第

三
三
五
五
七
号

「白
熱
電
燈
」
、

一
九

一
八
年

一
月
三

一
日
出
願
。

(93
)
 
関
氏
か
ら

の
ヒ
ア
リ

ン
グ
。

55



論 文

(94
)
 
渡
邊
、
前
掲
、

「附
録
第
三
号

第

一
三
三
〇
号
意
匠
登
録
無

効
審
判
請

求
事
件
」
、

一
-
三

ペ
ー
ジ
。

(95
)
 
関
氏

、
小
津

氏
、
高
橋
氏

か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
。

(
96
)
 
代

理
人

の
判

明
し
て
い
る

「代

理
出
願
」
特
許

に
つ
い
て
み
る
と
、

一
九

二
〇
年

五
月
六

日
に
出
願
さ

れ
た
特
許
第
六
七
六
五
五
号
、

一
九
二

一
年
八

月
二
日
に
出
願

さ
れ
た
特
許
第
六

四
三
〇

一
号
、
同
年

一
二
月

一
四
日
に
出

願
さ
れ
た
特
許
第
六

二
三
六

〇
号
、

一
九
二

二
年
二
月
六
日
に
出
願
さ
れ
た

特
許
第

四
四
〇
九
四
号
は
、
東
京
電
気
が
特
許
権
者
と
な

っ
て

い
る
が
、
代

理
人
は

い
ず
れ
も
岸
清

一
と
な

っ
て
い
る
。

(
97
)
 
安
井
、
前
掲
、

一
八
〇

-

一
八

一
ペ
ー
ジ
。

(98
)
 
小
津
氏
、
高
橋
氏
か
ら

の
ヒ
ア
リ

ン
グ
。

(99
)
 
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
芝
山

の
事
務
所
は

「東
京
市
麻
布

区
桜

田
町
十
七
番

地
」
で
あ
り
、
小
松

の
事

務
所
は

「神
奈
川
県
橘
樹
郡
川
崎

町
堀

ノ
内

七
百

五
十
二
番
地
東
京
電
気
株
式
会
社
内
」
で
あ

っ
た
。
事
務
所

の
位

置
か
ら
芝

山
は
東
京
電
気
社
員
で
な
か

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
渡
邊
、
前
掲

、
附
録
第

三
号
、

一
-
三

ペ
ー
ジ
。

(100
)
 
特
許
局

『特
許
公
報
』

第
六
八
五
号
、

一
九

二
四
年

五
月

二
八
日
。

(101
)
 
小
津
氏
、
高

橋
氏

か
ら

の
ヒ
ア
リ

ン
グ
。

人
事
興
信

所

『人
事

興
信
録

第

一
三
版
』
、

一
九
三

一
年
。

(102
)
 
た
と
え
ば
審
判
第

三
四
四

二
号

(「特

許
第

一
八
九
六

一
号
無

効
審
判
請

求
事
件
」)

に
関
す
る

一
九

二
〇
年

四
月
二
二
日

の
審
決

で
は
藤

井
隣
次
が

特
許
局
技
師
と

し
て
関
わ

っ
て

い
る
。
特
許
局

『特
許
公
報
』
三
六

二
号
、

一
九
二
〇
年

五
月
二
八
日
。

(
に

し
む

ら

・
し
げ

ひ

ろ

京

都

大

学

大

学

院

)
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GE'S INTERNATIONAL PATENT MANAGEMENT BEFORE 

WORLD WAR II: 

THE “PROXY APPLICATION” CONTRACT OF 1919 AND 

ORGANIZATION OF TOKYO ELECTRIC

Shigehiro Nishimura

Kyoto University

This paper examines the patent management of General Electric Company 

(GE) in Japan before World War II. It is said that its domination of the 

incandescent lamp industry, which occurred from 1912 to 1919, was brought 

about on Tokyo Electric's own initiative. But GE had controlled substantial 

patents for tungsten filament, which included patents applied for and registered 

by German companies. From 1916, GE filed a series of suits against newly 

established Japanese lamp companies, Taisho Denkyu, Dainihon Denkyu, and 

Kansai Denkyu, which were based on the foreigner-owned lamp patents not 

controlled by GE. By 1919, GE won the suits and absorbed those companies. 

Therefore, the Japanese lamp industry was dominated by GE, not by Tokyo 

Electric.

In 1919, GE established International General Electric Co., Inc. (IGEC), and 

IGEC revised its agreement with Tokyo Electric. The new agreement contained 

a •gproxy application•h clause, which provided that Tokyo Electric could apply 

and register GE'S patents in its own name and on own cost. That is, in the 

interwar period, GE managed its Japanese patents through Tokyo Electric's 

managerial function. As similar contracts had already been concluded with 

British Thomson-Houston and Allgemeine Elektricitats Gesellschaft, GE had 

completed an international •gproxy application•h network.

In order to carry out the contracts and patent management through Tokyo 

Electric, GE had to intensify the patent management function of Tokyo Electric. 

In 1921, J.R. Geary, charged with GE business in Japan, directed Tokyo Electric 

to establish a patent management department. The Patent Department started 
“proxy applications” 

in 1922. Moreover, in order to strengthen the department, 

Geary recruited Rinji Fujii, former engineer at the Japanese Patent Office, and 

put him in charge of the department in 1924. With this the functional transfer 
from GE to Tokyo Electric was completed.


